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近
年
、
高
年
齢
者
の
職
業
問
題
、
生

活
問
題
に
対
す
る
対
策
の
必
要
性
が

さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
高
年
齢
者

の
雇
用
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
｛

そ
の
対
策
の
重
要
な
ひ
と
つ
で
＋

　
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
レ
目

町
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
…
が

市
役
所
二
階
（
正
面
玄
関
右
隣
）
に

開
設
さ
れ
、
去
る
七
月
二
日
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
．

　
相
談
室
に
は
、
高
年
齢
者
職
業
相

談
員
が
常
駐
し
、
高
年
齢
者
の
か
た

に
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、
求
人
者

に
対
す
る
雇
用
相
談
、
求
人
、
求
職

の
鴻
又
理
な
㌦
げ
；
宏
炉
仔
、
て
い
よ
寸

　
相
談
室
か
業
務
の
対
象
．
』
㌻
っ
高

年
齢
者
は
、
概
ね
互
十
配
歳
以
レ
ヘ

人
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
相

談
室
（
8
し

．
、
．
二
一
番
内
線
．
、
．
．

三
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す

中
高
年
齢
者
の
雇
用
を

　
　
　
　
促
進
し
ま
し
よ
う

　
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
制

度
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
．
こ

の
制
度
で
は
、
中
高
年
齢
者
を
雇
用

し
て
、
そ
の
雇
用
割
合
を
た
か
め
た

事
業
セ
．
」
給
付
金
が
支
給
￥
・
五
ま
す

◎
高
年
齢
者
（
五
十
五
歳
～
六
十
四

歳
）
を
雇
用
し
た
場
合
の
助
成

　
最
初
の
軒
．
一
ヵ
月
間
i
芝
払
　
ね
．

賃
金
の
五
分
み
．
、
．
（
中
小
事
業
L
ほ

丘
分
の
四
）
次
の
六
ヵ
月
間
…
支
払

、
た
賃
金
の
．
一
分
の
、
（
中
小
事
業

セ
は
、
、
、
分
の
．
一
）

◎
中
年
齢
者
（
四
十
五
歳
～
五
十
四

歳
）
を
雇
用
し
た
場
合
の
助
成

　
最
初
の
』
ヘ
ヵ
月
間
…
支
払
、
た
賃

　　　辮障蝋繭晦顧・郊

　　i日時8月1日困
ムi　午前9時3・分～午後3時
一7　i場所身体障害者福祉会館
月i相談希望者は7月20日までに市

のi社会福祉事務所（87－3111番内線

納i214）までご連絡ください．連絡

税iのなか確場合は相談を受けρ・れ

　　　ません。

　　□274□

身体璋害者の結婚相談

　新潟県身体障害者団体連合会で

は、身体障害者の結婚相談を常時

行っているほか、巡回結婚相談も

開催しています。

　詳細にっいて依｛市社会福祉事務

所保護係（B7－3111番内線214番）

まで。

分
お
ム
ヘ
ワ
b
、
　
［
中
h
ノ
卍
望
ー
．
一
〃

、
、
｝
甲
ワ
　
次
－
，
L
オ
ノ
月
間
芝
払

　
た
賃
金
！
、
，
分
・
．
、
中
小
事
業

㌧
ト
は
．
．
庁
の
一
．
）

　
詳
細
よ
レ
日
町
公
共
職
業
女
定
萌

、
B
ピ
　
　
、
渥
、
し
番
）
主
、
．

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
関
口
智
栄
へ
田
中
町
本
通
ご

．
”
誓
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
教
4
r

円
▼
匿
名
圧
百
円
▼
L
越
ヤ

ケ
↓
ト
販
売
㈱
代
表
　
廣
衣
勇

万
円
　
▼
組
ひ
も
愛
好
会
代
表
　
関

口
源
左
工
門
　
座
布
団
カ
バ
　
百
枚

（
い
こ
い
占
点
徹
ご

博
物
館
へ

　
▼
野
L
昭
．
．
、
（
駅
通
ど
図
書
券

（
五
万
円
相
当
）
▼
卜
日
町
青
年
会

議
所
　
一
∵
「
厚
円
　
▼
．
．
広
商
事
㈱

．
．
．
万
円
　
▼
卜
日
町
商
事
㈱
　
レ
万

し
千
五
百
円
　
▼
育
山
商
事
㈱
　
四

万
し
千
由
円
　
▼
㈱
西
脇
商
店
卜
日

町
支
店
　
．
て
ー
四
万
円
　
▼
㈱
田
畑

屋
商
店
　
一
、
、
万
千
円
　
▼
角
屋
㈱

し
万
四
千
円
　
▼
㈲
東
京
映
画
　
オ

・
バ
ー
ー
ヘ
／
卜
ー
ロ
シ
ー
サ
リ
・

｛
紀
厚
円
相
当
）
▼
㈱
柳
商
店
　
．
．
万

円
　
▼
樋
熊
熊
次
　
．
、
万
円
　
▼
箔

越
ヒ
ル
美
装
㈱
　
．
．
与
円
　
▼
㈱
ヂ

原
商
店
　
　
．
〃
円
　
▼
㈱
・
ギ
式
心
い

、
．
．
b
、
円
　
▼
東
映
㈱
教
育
映
像
”
、
呂
業

部
新
潟
出
張
所
　
ス
ラ
イ
ド
映
写
機

一
台
（
、
一
万
．
．
．
千
円
相
当
）
▼
レ
日

町
織
物
産
地
協
同
販
売
連
合
会
　
掛

時
計
、
台
（
一
〃
丘
千
円
相
当
）
▼

博
物
館
友
の
会
　
掛
時
計
一
台
（
一

力
．
一
千
円
相
当
）
▼
春
日
茂
（
本
町

圧
r
目
）
掛
時
計
一
．
．
創
（
一
．
厚
円
相

当
）
▼
十
目
町
市
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
　
二
十
κ
万
円
　
▼
卜
日
町

地
区
婦
人
会
　
レ
与
円
　
▼
卜
日
町

マ
ケ
、
ヒ
㈱
　
五
万
円
　
▼
ー
日
町

交
通
㈱
　
五
万
円
　
▼
明
石
交
通
㈱

正
万
円
　
▼
福
島
商
事
㈱
　
．
．
．
厚
円

▼
岩
崎
電
機
㈱
　
カ
ラ
ー
ユ
丁
し
ビ
台

付
一
台
（
レ
ペ
万
円
相
当
）
▼
卜
日

町
北
・
；
ヶ
り

ク
ラ
ブ
　
雪
国
の

動
物
剥
製
一
式
（
し
十
六
厚
四
壬
円

相
当
）
▼
㈱
大
万
書
店
　
ス
チ
ー
ル

製
黒
板
．
台
（
、
一
万
丘
千
互
百
円
相

当
）
▼
織
物
組
合
　
展
示
台
（
瓦
百

　
　
じ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
　
存
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終

　
　
ご
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最

（
　
－
ド
日
町
市
博
物
館
は
、
雪
と
織
物

（
と
信
濃
川
の
博
物
館
と
し
て
、
二
㌧
一

し
四
月
一
．
ー
し
目
開
館
し
た
は
い
り

D
新
し
い
施
設
で
す
。

　
博
物
館
は
、
郷
上
の
歴
史
を
物
語

（
る
豊
各
料
や
彪
財
を
穿
・

保
存
し
て
後
世
に
伝
え
、
あ
わ
ぜ
て

市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
の
施

設
と
し
て
、
①
資
料
の
収
集
・
整
理
・

保
存
　
②
調
査
・
研
究
　
③
展
示
を

中
心
と
し
た
教
育
普
及
活
動
の
機

能
を
も
ち
、
市
民
に
生
涯
教
育
の
場

を
提
供
す
る
ニ
レ
一
を
目
的
レ
．
し
て
活

動
し
て
い
ま
す

　
施
設
は
鉄
筋
一
部
二
階
建
、
展
示

室
、
収
蔵
庫
、
研
究
室
、
特
別
展
示

室
（
集
会
室
）
、
会
議
室
、
作
業
室

等
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
，

　
館
の
中
心
で
あ
る
常
設
展
、
下
は
、

雪
と
織
物
と
信
濃
川
を
も
－
・
に
、
八

マ
で
成
り
症
ち
、
一
巡
す

る
と
こ
の
地
与
の
環
境
、
歴
史
な
ど

が
概
観
で
き
る
柔
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
、
ま
た
、
特
別
展
、
不
室
を
使
っ

た
年
数
回
の
特
別
展
や
、
映
写
会
、

講
演
会
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
．

　
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
．
開
館
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
四
時
半
ま
で
。
入
場
料
は
無
料

て
す
、
　
（
博
物
館
長
　
田
村
達
夫
）

…

鞍膨
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万
円
相
当
）
▼
睦
織
物
㈱
　
高
機
、

式
（
レ
六
万
九
千
円
）
▼
ラ
ィ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
　
．
白
二
十
万
円

中
条
小
学
校
へ

　
▼
中
条
小
後
援
会
　
回
転
ブ
ラ
ン

コ
ほ
か
一
件
（
四
十
五
万
円
相
当
）

救
急
用
備
品
購
入
費
と
し
て

　
▼
根
津
恭
二
（
本
町
．
』
r
目
）
一

十
万
円
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じ
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冨3
L

・
固
定
資
産
税
第
二
期
…
納
期
限
は
七
月
三
十
一
日

“
旅
行
の
と
き
、
出
張
の
と
き
、
た
ば
こ
は
市
内
で
お
求
め
く
だ
さ

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
十
七
日
図
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
大
黒
沢
一
部
　
▼
七
月

十
七
日
図
　
午
後
一
時
～
五
時
ま
で

美
雪
町
一
・
二
∴
、
一
丁
目
各
一
部

錦
町
】
・
二
丁
目
各
｝
部
　
春
日
町

一
・
二
・
三
丁
目
各
一
部
　
高
田
町

．
、
一
r
目
南
・
西
各
一
部
　
高
田
町
四

丁
目
一
部

　
　
　
　
　
　
　
』

事
ヒ
が
2
　
齢

O
市
民
プ
ー
ル
わ
き
に
、
チ
ビ
ッ
コ

待
望
の
幼
児
用
プ
ー
ル
が
今
日
（
十

日
）
オ
ー
プ
ン
。
七
月
四
日
、
十
日

町
保
育
所
の
園
児
が
、

紙
撮
影
の
た
め
一
足
先
に
初
泳
ぎ
。

す
こ
し
冷
た
い
水
の
中
で
も
元
気
に

歓
声
を
あ
げ
て
大
嬉
び
で
し
た
．
今

年
の
夏
は
、
こ
の
プ
ー
ル
、
チ
ビ
ッ

コ
天
国
に
な
り
そ
う
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
い
”

今
月
号
の
表
勢

嫉
　ぐ
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毎
年
百
七
十
一
万
ト
ン
の
米
を
生

産
調
整
し
、
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る

主
要
穀
物
を
増
産
し
て
、
食
糧
の
自

給
化
を
図
ろ
う
と
し
て
始
め
ら
れ
た

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
今
年
で
二
年
目
。

　
昨
年
は
全
国
的
に
」
一
三
％
の
転

作
面
積
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

作
況
指
数
一
〇
八
の
大
豊
作
と
な
り

五
十
三
年
産
米
穀
年
度
で
政
府
古
米
在

庫
は
約
五
百
七
十
万
ト
ン
と
な
り
、

今
後
の
米
需
給
計
画
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
情
勢
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
市
農
林
課
で
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和

五
十
四
年
度
の
水
田
再
編
対
策
の
実

転
作
面
積
百
五
十
八
衿
ル

施
計
画
状
況
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
農
家
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
百
五
・
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
割
り
当
て
に
対
し
百
五
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
一
四
九
％
）
の
達

成
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
度
に
比
べ
十
七
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
一
二
・
三
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
、

な
か
ん
ず
く
米
を
め
ぐ
る
情
勢
、
畑

作
自
給
率
の
向
上
の
必
要
性
が
農
家

自
身
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
た
も

の
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
々
の
ご
協
力
に
対
し
て

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　キャベツのあとにダイコンと白菜を
　　　　　　　　高橋藤三郎さん（高山）

　キャベッの収穫が終って、次は、ダイコンと白菜をつくらん

だぜ。キャベッは、800キ・も収穫があったし、奨励金を入れれ

ば、米以上の収益はあがると思うがの。

　
農
家
の
方
々
の
転
作
の
対
応
等
、

現
地
確
認
し
て
み
ま
す
と
、
昨
年
よ

り
は
る
か
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

む
ず
か
し
い
条
件
を
克
服
し
、
す
で

に
生
産
体
制
に
入
つ
て
い
る
農
家
も

相
当
あ
り
ま
し
た
。

　
対
象
作
物
別
で
は
、
一
般
作
物
三

八
・
五
％
、
管
理
転
作
三
四
・
九
％
、

特
定
作
物
二
五
・
八
％
、
永
年
作
物

○
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
に

比
べ
る
と
、
一
般
作
物
二
〇
・
八
％

管
理
転
作
一
〇
・
三
％
、
特
定
作
物

二
・
六
％
、
永
年
作
物
九
五
・
八
％

そ
れ
ぞ
れ
伸
び
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
作
物
で
は
大
豆
、
そ
ば
、

レ
ン
コ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ
ト
の

伸
び
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
来
年

度
以
降
の
農
業
政
策
に
生
か
し
て
行

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
水
田
再
編
諸
対

策
の
ほ
か
に
新
し
い
試
み
と
し
て
、

野
菜
生
産
者
、
市
農
協
が
主
体
と
な

り
「
青
空
野
菜
市
場
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
転
換
水
田
等
か
ら
収
穫

さ
れ
た
新
鮮
な
健
康
野
菜
を
消
費
者

に
お
届
け
し
、
生
産
と
消
費
を
結
び

つ
け
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　
早
く
も
生
産
者
及
び
消
費
者
の
間

か
ら
好
評
を
呼
び
お
こ
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
転
作
の
現
地
ル
ポ
を
ご
紹
介

し
享
．
　
　
　
∠
¶

　
　
　
　
野
菜
栽
培
に
精
だ
し
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
利
治
さ
ん
（
城
之
古
）

　
今
年
の
転
作
は
、
キ
U
ウ
リ
を
八
ア
ー
ル
。
他
に
ト
マ
ト

や
ナ
ス
な
ど
の
野
菜
作
り
に
家
族
で
精
を
出
し
て
ま
す
。
農

協
や
青
果
市
場
に
出
荷
し
た
り
、
ふ
り
売
り
し
て
さ
ば
い
て

い
ま
す
。

　　　地区別転作実績
（6月15日現在）　　　　　　　　　　（単位アール）

地区名
転作計画面積

伸び率
昭和53年 昭和54年

十日町地区 819 1　160， 141．6

川治地区 1，476 1，631 110．5

中条地区 2，549 2　729， 107．1

六箇地区 641 777 121．2

吉田地区 3，484 3，902 111．9

下条地区 1，717 1，980 115．3

水沢地区 3，430 3，680 107．3

合　　　計 14，116
（10，900）

15，859
（10，590） 112．3

　
　
鶴
灘

　
ー
騰

　
撫
灘

キ
ュ
ウ
リ
の
促
成
栽
培

　
城
之
古
の
羽
根
川
地
内
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
並
ん
で
い
ま
す
．
高
橋
秀
雄
さ
ん

達
が
転
作
し
て
キ
ユ
ウ
リ
の
促
成
栽
培
を
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
ハ
ウ
ス
、
名
産
り
．
．

月
菜
の
栽
培
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

（）内は目標面積

　
　
早
朝
、
青
空
野
菜
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
市
農
協
会
館
裏

　
七
月
二
十
五
日
、
野
菜
生
産
者
、
市
農

協
が
主
体
と
な
っ
た
第
一
回
、
早
朝
、
青

空
野
菜
市
場
が
開
か
れ
ま
し
た
．
新
鮮
で
安

い
野
菜
が
手
に
入
る
と
利
用
者
に
は
好
評

で
し
た
。

第3種郵便物認可）昭和54年8月10日
とおガ夢3

（単位アール）作物別転作面積鋤
嘉
宅
晃
置
そ
ラ
響

昭和53年 昭和54年 前年
作　　　物

面積 率％ 面積 率％ 対比％

大　　豆 2，351 16． 2，242 14．1

1特定作物そ　　ば 944 6．6 1，169 7．4

飼料作物 690 4．9 679 4．3

青　刈　稲 （502） （585）

青刈とうもろこし （86） （32）

混播牧草 （73） （44）

れんげ草他 （29） （18）

小　　　　計 3，985 28．2 4，090 25．8 102．6

アスパラガス 33 0．2 103 0．6

2永年作物果　　樹（栗） 6 0．05 19 0．1
木本性作物 33 0．2 19 0．1

｛萎木 （13）

（20）

（17）

（2）

小　　　　計 72 0．45 141 0．8 195．8

野　　　　菜 3，490 24．7 4，645 29．3
3一般作物 れんこん （1，111） （1，674）

かぽ＃）や
（489） （472）

キュウリ
（154） （120）

トマト （87） （347）

ナ　　ス （80） （111）

里イモ他 （1，569） （1，921

豆　　類 46 0．3 100 0．6

その他 1，523 10．8 1，368 8．6

養魚池 （857） （689）

植　林 （307） （302）

タバコ （263） （226）

切花他 （96） （151）

小　　　　計 5，059 35．8 6，113 38．5 120．8

4管理転作保　全　管　理 5，000 35．4 5，515 34．9 110．3

ム
ロ

計 14，716 100．0015．85 100．00 112．3

よ
り
も
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
パ
ン
類
等

に
人
気
が
行
っ
て
し
ま
う
の
か
、
ま

た
米
は
パ
ン
等
に
比
べ
て
副
食
物
に

手
と
金
が
か
か
る
と
い
う
経
済
面
の

一
端
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

炊
き
た
て
の
温
か
い
ホ
カ
ホ
カ
．
こ
飯

に
心
の
こ
も
っ
た
お
か
ず
で
食
べ
る

お
い
し
さ
、
楽
し
さ
も
日
本
人
な
ら

で
は
の
懐
し
い
味
。

　
経
済
も
大
事
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
そ
れ
以
上
の
心
の
収
穫
も
考
え

て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
人
は
米

の
国
の
民
族
、
米
を
も
う
一
度
じ
っ

く
り
と
見
直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
尚
、
消
費
者
協
会
十
日
町
支
部
と

し
ま
し
て
は
、
米
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
の
食
肉
料
理
講
習
会
等
も
十

一
月
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
会
長
　
藤
田
つ
ね
子
）

（3）

　
第
三
回
市
民
と
語
る
日
に
は
、

地
区
振
興
の
壮
大
な
プ
ラ
ン
か
ら

し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

八
箇
の
振
興
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
　
検
　
討
　
を

　
　
八
箇
地
区
青
壮
年
部

＋
組
五
十
一
人
の
市
民
が
参
加
し
て
、

身
近
な
切
実
な
問
題
ま
で
熱
心
に
話

　
　
お
米
は

　
　
　
　
日
本
人
の
心

　
昔
か
ら
み
ず
ほ
の
国
と
い
わ
れ
た

日
本
、
水
に
恵
ま
れ
た
日
本
の
米
は

ア
ジ
ア
の
ど
こ
の
国
で
作
ら
れ
る

米
よ
り
も
お
い
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

い
く
ら
食
生
活
が
欧
米
化
し
て
パ
ン

が
お
い
し
い
と
い
っ
て
い
る
人
で
も

海
外
旅
行
の
少
し
の
間
に
も
懐
し
い

故
国
の
米
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
つ

い
お
茶
に
色
の
良
い
漬
物
、
そ
し
て

一
ぱ
い
の
お
茶
漬
け
が
食
べ
た
い
と

感
ず
る
多
、
う
で
す
．

　
こ
の
よ
う
に
昔
か
ら
米
に
な
じ
ん

だ
日
本
人
が
何
－
．
k
米
を
食
べ
な
く
な

消
費
者
協
会

十
日
町
支
部

っ
た
の
．
で
し
ょ
う
。
米
の
生
産
高
で

は
決
し
て
日
本
の
人
口
を
ま
か
な
っ

て
行
け
な
い
と
い
う
話
で
す
．
そ
れ

で
も
余
る
と
い
う
の
は
、
近
年
急
激

に
米
の
消
費
量
が
減
っ
て
き
た
こ
と

を
適
確
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
を
一
周
す
る

と
い
う
麺
・
。
ハ
ン
類
、
消
費
者
の
フ

ト
コ
・
勘
定
で
も
そ
の
方
が
経
済
的

な
の
’
．
＼
し
ょ
う
か
。

　
消
費
者
（
主
に
主
婦
）
も
家
庭
外

－
．
・
働
く
こ
と
の
多
く
な
っ
た
現
在
の

生
活
状
態
の
中
で
、
手
の
か
か
る
米

　
地
区
内
に
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
っ
て
八
箇
の
振
興
プ
ラ
ン
を
た

て
て
い
ま
す
．
八
箇
の
振
興
に
は
、

一
、
住
宅
団
地
の
誘
致
　
二
、
南
沢

に
多
目
的
グ
ム
の
建
設
　
一
．
一
、
立
正

佼
成
会
菅
沼
練
成
道
場
に
通
じ
る
菅

沼
、
落
之
水
線
の
改
良
　
四
、
ス
カ

で
ラ
イ
ン
の
取
付
道
路
の
新
設
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
施
策
を

　
1
住
宅
団
地
は
、
県
の
住
宅
供
給

公
社
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
、
、
こ

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
．
ダ
ム
は
、
来
年
、
そ
こ

が
建
設
可
能
地
か
ど
う
か
調
査
す
る

予
定
で
す
．
市
道
菅
沼
、
落
之
水
線

は
内
部
で
研
究
中
で
す
．
－

十
日
町
病
院
に

人
工
腎
臓
透
析
の
施
設
を

　
今
、
人
工
腎
臓
透
析
患
者
は
、
長

岡
で
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
、
十
日

町
病
院
に
そ
の
施
設
の
設
置
を
、
そ

れ
ま
で
は
通
院
費
の
補
助
を

　
1
十
日
町
病
院
に
施
設
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
病
院
・
県
に
継
続
要
請
し

ま
す
。
小
千
谷
病
院
に
は
圧
十
六
年
に

開
設
予
定
で
す
、
通
院
費
の
補
助
は

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い

1

全国消費実態調査にご協力を
　ことしの9月～11月までの3ヵ月間にわたり、

昭和54年全国消費実態調査が実施されます．

　先日、知事から任命された調査員が調査対象

地区♂）世帯を訪問して、世帯主の氏名・職業な

とをおたずねしましたが、今度1調査区から12

世帯が抽出され、3ヵ月問家計簿をつけていた

だくことになっています．後日、抽出された世

帯に調査員がうかがったときはご協力をお願い

します。

　なお、調査され、吐事柄は、統計を／）くるため

だけに使用され調査関係者が他に漏らすことや

統計以外び）目的に使用することは、法律で禁じ

ρ，れていますび）で、ありのままをお答え願いま

十。

調査対象地区と担当調査員

1調査区　西本町・本町6丁日3

　　　　樋熊幸治（稲荷町2）

2調査区　山本町1・山本町3

　　　　西野繁（千歳町）

3調査区　i二町・中条旭町

　　　　和田潔（中条旭町）

　なお、不明な点等は市商工課統計係（盈7－

3111番内線243）へお問い合せください。

　　　　　縷・鰯◎

　　　　％o，転誌

家、汁簿は明日のを’長らしの虻，しるへ
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（2）とおガ」し3第3種郵便物認可）昭和54年8月10日

　
毎
年
百
七
十
一
万
ト
ン
の
米
を
生

産
調
整
し
、
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る

主
要
穀
物
を
増
産
し
て
、
食
糧
の
自

給
化
を
図
ろ
う
と
し
て
始
め
ら
れ
た

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
今
年
で
二
年
目
。

　
昨
年
は
全
国
的
に
」
一
三
％
の
転

作
面
積
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

作
況
指
数
一
〇
八
の
大
豊
作
と
な
り

五
十
三
年
産
米
穀
年
度
で
政
府
古
米
在

庫
は
約
五
百
七
十
万
ト
ン
と
な
り
、

今
後
の
米
需
給
計
画
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
情
勢
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
市
農
林
課
で
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和

五
十
四
年
度
の
水
田
再
編
対
策
の
実

転
作
面
積
百
五
十
八
衿
ル

施
計
画
状
況
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
農
家
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
百
五
・
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
割
り
当
て
に
対
し
百
五
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
一
四
九
％
）
の
達

成
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
度
に
比
べ
十
七
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
一
二
・
三
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
、

な
か
ん
ず
く
米
を
め
ぐ
る
情
勢
、
畑

作
自
給
率
の
向
上
の
必
要
性
が
農
家

自
身
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
た
も

の
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
々
の
ご
協
力
に
対
し
て

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　キャベツのあとにダイコンと白菜を
　　　　　　　　高橋藤三郎さん（高山）

　キャベッの収穫が終って、次は、ダイコンと白菜をつくらん

だぜ。キャベッは、800キ・も収穫があったし、奨励金を入れれ

ば、米以上の収益はあがると思うがの。

　
農
家
の
方
々
の
転
作
の
対
応
等
、

現
地
確
認
し
て
み
ま
す
と
、
昨
年
よ

り
は
る
か
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

む
ず
か
し
い
条
件
を
克
服
し
、
す
で

に
生
産
体
制
に
入
つ
て
い
る
農
家
も

相
当
あ
り
ま
し
た
。

　
対
象
作
物
別
で
は
、
一
般
作
物
三

八
・
五
％
、
管
理
転
作
三
四
・
九
％
、

特
定
作
物
二
五
・
八
％
、
永
年
作
物

○
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
に

比
べ
る
と
、
一
般
作
物
二
〇
・
八
％

管
理
転
作
一
〇
・
三
％
、
特
定
作
物

二
・
六
％
、
永
年
作
物
九
五
・
八
％

そ
れ
ぞ
れ
伸
び
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
作
物
で
は
大
豆
、
そ
ば
、

レ
ン
コ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ
ト
の

伸
び
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
来
年

度
以
降
の
農
業
政
策
に
生
か
し
て
行

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
水
田
再
編
諸
対

策
の
ほ
か
に
新
し
い
試
み
と
し
て
、

野
菜
生
産
者
、
市
農
協
が
主
体
と
な

り
「
青
空
野
菜
市
場
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
転
換
水
田
等
か
ら
収
穫

さ
れ
た
新
鮮
な
健
康
野
菜
を
消
費
者

に
お
届
け
し
、
生
産
と
消
費
を
結
び

つ
け
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　
早
く
も
生
産
者
及
び
消
費
者
の
間

か
ら
好
評
を
呼
び
お
こ
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
転
作
の
現
地
ル
ポ
を
ご
紹
介

し
享
．
　
　
　
∠
¶

　
　
　
　
野
菜
栽
培
に
精
だ
し
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
利
治
さ
ん
（
城
之
古
）

　
今
年
の
転
作
は
、
キ
U
ウ
リ
を
八
ア
ー
ル
。
他
に
ト
マ
ト

や
ナ
ス
な
ど
の
野
菜
作
り
に
家
族
で
精
を
出
し
て
ま
す
。
農

協
や
青
果
市
場
に
出
荷
し
た
り
、
ふ
り
売
り
し
て
さ
ば
い
て

い
ま
す
。

　　　地区別転作実績
（6月15日現在）　　　　　　　　　　（単位アール）

地区名
転作計画面積

伸び率
昭和53年 昭和54年

十日町地区 819 1　160， 141．6

川治地区 1，476 1，631 110．5

中条地区 2，549 2　729， 107．1

六箇地区 641 777 121．2

吉田地区 3，484 3，902 111．9

下条地区 1，717 1，980 115．3

水沢地区 3，430 3，680 107．3

合　　　計 14，116
（10，900）

15，859
（10，590） 112．3

　
　
鶴
灘

　
ー
騰

　
撫
灘

キ
ュ
ウ
リ
の
促
成
栽
培

　
城
之
古
の
羽
根
川
地
内
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
並
ん
で
い
ま
す
．
高
橋
秀
雄
さ
ん

達
が
転
作
し
て
キ
ユ
ウ
リ
の
促
成
栽
培
を
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
ハ
ウ
ス
、
名
産
り
．
．

月
菜
の
栽
培
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

（）内は目標面積

　
　
早
朝
、
青
空
野
菜
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
市
農
協
会
館
裏

　
七
月
二
十
五
日
、
野
菜
生
産
者
、
市
農

協
が
主
体
と
な
っ
た
第
一
回
、
早
朝
、
青

空
野
菜
市
場
が
開
か
れ
ま
し
た
．
新
鮮
で
安

い
野
菜
が
手
に
入
る
と
利
用
者
に
は
好
評

で
し
た
。

第3種郵便物認可）昭和54年8月10日
とおガ夢3

（単位アール）作物別転作面積鋤
嘉
宅
晃
置
そ
ラ
響

昭和53年 昭和54年 前年
作　　　物

面積 率％ 面積 率％ 対比％

大　　豆 2，351 16． 2，242 14．1

1特定作物そ　　ば 944 6．6 1，169 7．4

飼料作物 690 4．9 679 4．3

青　刈　稲 （502） （585）

青刈とうもろこし （86） （32）

混播牧草 （73） （44）

れんげ草他 （29） （18）

小　　　　計 3，985 28．2 4，090 25．8 102．6

アスパラガス 33 0．2 103 0．6

2永年作物果　　樹（栗） 6 0．05 19 0．1
木本性作物 33 0．2 19 0．1

｛萎木 （13）

（20）

（17）

（2）

小　　　　計 72 0．45 141 0．8 195．8

野　　　　菜 3，490 24．7 4，645 29．3
3一般作物 れんこん （1，111） （1，674）

かぽ＃）や
（489） （472）

キュウリ
（154） （120）

トマト （87） （347）

ナ　　ス （80） （111）

里イモ他 （1，569） （1，921

豆　　類 46 0．3 100 0．6

その他 1，523 10．8 1，368 8．6

養魚池 （857） （689）

植　林 （307） （302）

タバコ （263） （226）

切花他 （96） （151）

小　　　　計 5，059 35．8 6，113 38．5 120．8

4管理転作保　全　管　理 5，000 35．4 5，515 34．9 110．3

ム
ロ

計 14，716 100．0015．85 100．00 112．3

よ
り
も
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
パ
ン
類
等

に
人
気
が
行
っ
て
し
ま
う
の
か
、
ま

た
米
は
パ
ン
等
に
比
べ
て
副
食
物
に

手
と
金
が
か
か
る
と
い
う
経
済
面
の

一
端
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

炊
き
た
て
の
温
か
い
ホ
カ
ホ
カ
．
こ
飯

に
心
の
こ
も
っ
た
お
か
ず
で
食
べ
る

お
い
し
さ
、
楽
し
さ
も
日
本
人
な
ら

で
は
の
懐
し
い
味
。

　
経
済
も
大
事
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
そ
れ
以
上
の
心
の
収
穫
も
考
え

て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
人
は
米

の
国
の
民
族
、
米
を
も
う
一
度
じ
っ

く
り
と
見
直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
尚
、
消
費
者
協
会
十
日
町
支
部
と

し
ま
し
て
は
、
米
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
の
食
肉
料
理
講
習
会
等
も
十

一
月
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
会
長
　
藤
田
つ
ね
子
）

（3）

　
第
三
回
市
民
と
語
る
日
に
は
、

地
区
振
興
の
壮
大
な
プ
ラ
ン
か
ら

し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

八
箇
の
振
興
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
　
検
　
討
　
を

　
　
八
箇
地
区
青
壮
年
部

＋
組
五
十
一
人
の
市
民
が
参
加
し
て
、

身
近
な
切
実
な
問
題
ま
で
熱
心
に
話

　
　
お
米
は

　
　
　
　
日
本
人
の
心

　
昔
か
ら
み
ず
ほ
の
国
と
い
わ
れ
た

日
本
、
水
に
恵
ま
れ
た
日
本
の
米
は

ア
ジ
ア
の
ど
こ
の
国
で
作
ら
れ
る

米
よ
り
も
お
い
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

い
く
ら
食
生
活
が
欧
米
化
し
て
パ
ン

が
お
い
し
い
と
い
っ
て
い
る
人
で
も

海
外
旅
行
の
少
し
の
間
に
も
懐
し
い

故
国
の
米
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
つ

い
お
茶
に
色
の
良
い
漬
物
、
そ
し
て

一
ぱ
い
の
お
茶
漬
け
が
食
べ
た
い
と

感
ず
る
多
、
う
で
す
．

　
こ
の
よ
う
に
昔
か
ら
米
に
な
じ
ん

だ
日
本
人
が
何
－
．
k
米
を
食
べ
な
く
な

消
費
者
協
会

十
日
町
支
部

っ
た
の
．
で
し
ょ
う
。
米
の
生
産
高
で

は
決
し
て
日
本
の
人
口
を
ま
か
な
っ

て
行
け
な
い
と
い
う
話
で
す
．
そ
れ

で
も
余
る
と
い
う
の
は
、
近
年
急
激

に
米
の
消
費
量
が
減
っ
て
き
た
こ
と

を
適
確
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
を
一
周
す
る

と
い
う
麺
・
。
ハ
ン
類
、
消
費
者
の
フ

ト
コ
・
勘
定
で
も
そ
の
方
が
経
済
的

な
の
’
．
＼
し
ょ
う
か
。

　
消
費
者
（
主
に
主
婦
）
も
家
庭
外

－
．
・
働
く
こ
と
の
多
く
な
っ
た
現
在
の

生
活
状
態
の
中
で
、
手
の
か
か
る
米

　
地
区
内
に
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
っ
て
八
箇
の
振
興
プ
ラ
ン
を
た

て
て
い
ま
す
．
八
箇
の
振
興
に
は
、

一
、
住
宅
団
地
の
誘
致
　
二
、
南
沢

に
多
目
的
グ
ム
の
建
設
　
一
．
一
、
立
正

佼
成
会
菅
沼
練
成
道
場
に
通
じ
る
菅

沼
、
落
之
水
線
の
改
良
　
四
、
ス
カ

で
ラ
イ
ン
の
取
付
道
路
の
新
設
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
施
策
を

　
1
住
宅
団
地
は
、
県
の
住
宅
供
給

公
社
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
、
、
こ

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
．
ダ
ム
は
、
来
年
、
そ
こ

が
建
設
可
能
地
か
ど
う
か
調
査
す
る

予
定
で
す
．
市
道
菅
沼
、
落
之
水
線

は
内
部
で
研
究
中
で
す
．
－

十
日
町
病
院
に

人
工
腎
臓
透
析
の
施
設
を

　
今
、
人
工
腎
臓
透
析
患
者
は
、
長

岡
で
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
、
十
日

町
病
院
に
そ
の
施
設
の
設
置
を
、
そ

れ
ま
で
は
通
院
費
の
補
助
を

　
1
十
日
町
病
院
に
施
設
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
病
院
・
県
に
継
続
要
請
し

ま
す
。
小
千
谷
病
院
に
は
圧
十
六
年
に

開
設
予
定
で
す
、
通
院
費
の
補
助
は

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い

1

全国消費実態調査にご協力を
　ことしの9月～11月までの3ヵ月間にわたり、

昭和54年全国消費実態調査が実施されます．

　先日、知事から任命された調査員が調査対象

地区♂）世帯を訪問して、世帯主の氏名・職業な

とをおたずねしましたが、今度1調査区から12

世帯が抽出され、3ヵ月問家計簿をつけていた

だくことになっています．後日、抽出された世

帯に調査員がうかがったときはご協力をお願い

します。

　なお、調査され、吐事柄は、統計を／）くるため

だけに使用され調査関係者が他に漏らすことや

統計以外び）目的に使用することは、法律で禁じ

ρ，れていますび）で、ありのままをお答え願いま

十。

調査対象地区と担当調査員

1調査区　西本町・本町6丁日3

　　　　樋熊幸治（稲荷町2）

2調査区　山本町1・山本町3

　　　　西野繁（千歳町）

3調査区　i二町・中条旭町

　　　　和田潔（中条旭町）

　なお、不明な点等は市商工課統計係（盈7－

3111番内線243）へお問い合せください。

　　　　　縷・鰯◎

　　　　％o，転誌

家、汁簿は明日のを’長らしの虻，しるへ
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第24回十日町市社会福祉大会開催

　社会福祉に関心をよせる市民が一堂に会し、r明

日の社会福祉は如何にあるべきか」を考えようと、

’）ぎび）とおり第24回1・日町市社会福祉大会を開催

します。多数ご参加ください。

日時　8月22日（水）午後1時　会場　卜日町市民会館

　当日会場付近に小・中学生び）図画を展示します。

講演　　「明日の子供たちへ」講師丸山新し氏

第8回アビリンピック開催

　身体障害者雇用促進協会では、第8回身体障害

者技能競技大会（愛称アビリンピック）を、つぎ

び）要領で開催します。

申込み　全国身体障害者技能競技大会参加選手推

薦書（福祉事務所にあ1））に記入のうえ、福祉事

務所へ提出してください。

申込み期限　8月25日（ガ

日程　11月7日体）～9日囲

会場　雇用促進事業団　中央技能開発センター

（〒281千葉県六方町274番地　80434－22－2224）

参加資格　／）ぎグ）（1〉～（4）のすべてに該当する人で

あって、県知事の推薦を受けた人．

（1）身体障害者手帳所持者で、技能検定2級程度グ）

能力を有する人。

（2）昭和54年11月7日現在で、競技職種にかかる訓

練歴及び職歴び）合計が15年をこえない人で満40歳

未満の人。

（3）大会開催4ヵ月以内に医師び）診断を受け、競技

参加に・）いて適当と認められた旨証明された人

（証明書び）様式は指定のもび）を用いること）

（4）第1回から第7回までび）大会で第1位に入賞し

たことがない人。

　詳しい二とは、市社会福祉事務所保護係（密7－3111

番内線214）へ．

第7回
わかいしょの大運動会

　第7回才）かいしょび）大運動会実行委員会では、

秋空σ）ド、十口町び）若者が・堂に集い、汗を流し、

語1）あい、楽しい1日を過すことを目的に、／）ぎ

のとおりソフトボール大会を実施します。ふるっ

てご参加ください。

期日　9月2日（日）雨天順延〔9月9日（日）雨天中止〕

会場　河川公園サッカーコート

参加対象　十目町市内、中魚沼郡内び）若いしよ

参加費　1人100円

県民手帳予約募集中
　新潟県統計協会では、県民σ）皆さんに広く利用

していただこうと、1980年版の手帳「にいがた」

を発行することにな1）、その予約募集を行ってい

ます。

発行時期　11月中旬

領布価格　1冊250円

申込期間　8月31日
　ご希望グ）かたは、市役所商工課または各出張所

（吉田、水沢、ド条、六箇）宛へ代金を添えてお

申し込みください。

（第3種郵便物認可）昭和54年8月10日

　0苗場山麓実験農場
※　河岸段丘の開発に取り組まれるかたがたの話を聞き、また、開拓して新しい土地作り

に挑戦している姿にふれ、実際に仕事をしている農家の人達び）姿を見て心をうたれました。

※　十日町の農業発展のために、いろいろ工夫、研究している姿に将来の農業にあたたか

い見通しを感じた．

※　二この収穫物が卸売市場に出荷されるという話を聞いて、今日の見学会が1本のす

じにまとまりました。

0卸売市場
※　私達は、小売業者かr）ばかり品物を買っているので市場ははじめてです。こ

この売買グ）仕方はどんなことをするび）か興味があったが丁度セリが終っていて残

念だった。次σ）機会に、是非セリをすると二ろを見てみたい。

※　食肉などの食物はほとんどここでまかな才）れているそうなので、責任をもっ

て出荷してください．

o立正佼成会菅沼練成道場
※　山の中のあの建物には驚きました。

成せば成るですね。

※　一度行一）てみたいと思っていたと

ころですが、途中の道が悪く、思った

より遠か一・たです。建物は実に立派で

した。

※　こんな立派な道場ができるのは、

やっぱり信仰の力なんですね。

0マイクロバスの中で
※　市の施設見学会は、おととしとこ

れで2回目ですが、年々新しい施設が

出来てきますね。

※　クーラーがよくきいて快適でした！

一（第3種郵便物認可〉昭和54年8月1・日■■■■■■■■■■■■とおガ言3■■■■■（4）

し
す
車
～
発
まス
↑
、
せ
」
の
学
鰻
見
蝉
設
欄

編
層
枯

凸
摺
一

O
衛
生
セ
ン
タ
ー

※
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
叫
ば
れ
て
い

る
の
に
、
生
ゴ
ミ
か
ら
水
が
ダ
ラ
ダ

ラ
た
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
燃
や
す
の
は

余
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。
ゴ
ミ
を
出
す
人
が
気
を
つ

け
な
い
と
い
け
な
い
の
’
．
、
す
ね
。

※
　
し
尿
は
、
水
と
カ
ス
と
ガ
ス
に

分
離
し
て
、
そ
の
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
利
用
し
て
い
て
、
大
変
合
理
的
な

処
理
方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。

※
　
あ
の
悪
臭
の
中
で
毎
日
仕
事
を

し
て
い
る
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
で
す
．

　市では、市民の皆さんから、市の現状や仕事グ）実際を目で見た1）、耳

で聴いていただくために、毎年施設見学会を開催しています。今年もす

でに十団体の申し込みがあり、盛況です。

　7月31日には、枯木又婦人学級の19人の皆さんが、衛生センター、博

物館、苗場山麓実験農場、卸売市場、魚沼スカイライン、立正佼成会菅

沼練成道場などの施設を見学しました。

　参加した枯木又の皆さんの声をとおして、施設見学会の様子をレポー

トしてみましょう。（今年の募集は締切ド）せていただきました。）

O
博
物
館

※
展
示
が
わ
か
り
や
す
く
、
雪
国
の

写
真
や
織
物
の
順
序
が
細
か
に
説
明

さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
も
の
か
あ
り

ま
し
た
　
特
に
、
民
家
を
移
転
し
て

再
現
し
た
農
家
の
く
ら
し
は
、
昔
、

見
な
れ
た
懐
し
い
も
の
が
置
い
て
あ

り
、
一
層
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
．

北
海
道
あ
た
り
の
大
き
な
博
物
館
に

は
な
い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
良
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

※
　
高
機
や
イ
ザ
リ
バ
タ
の
マ
ネ
キ

ン
人
形
や
、
織
物
の
出
来
る
ま
で
の

工
程
は
、
毎
日
出
機
を
織
っ
て
い
る

私
に
は
特
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

※
　
民
家
の
中
の
ツ
グ
ラ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
つ
い
あ
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
、

麹　難鍵※日※O
　　　　　も　　町

沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

沼
ス
カ
イ
テ
イ
ン
の
当
間
山
展
望
台
の
眺
め
は
最
高
で
す
。
十

山
地
は
広
い
ん
で
す
ね
。

に
よ
わ
な
け
れ
ば
良
い
が
と
思
う
く
ら
い
遠
か
っ
た
が
、
な
ん

え
な
い
い
い
景
色
だ
っ
た
。

　
も
ン
き
ヂ驚
鍵
、

‘
羅
、
薙
　
「
．
裳

0市役所・市長室
※　いかめしいとこ7）かと思・ノていたが案外気楽なところだ．

※市長さんび）応接間《、暑いんですね。

※枯木又び）ことも心配してくださっていてあ1）がとうごさい主す。

O
℃
臥
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　社会福祉に関心をよせる市民が一堂に会し、r明

日の社会福祉は如何にあるべきか」を考えようと、

’）ぎび）とおり第24回1・日町市社会福祉大会を開催

します。多数ご参加ください。

日時　8月22日（水）午後1時　会場　卜日町市民会館

　当日会場付近に小・中学生び）図画を展示します。

講演　　「明日の子供たちへ」講師丸山新し氏

第8回アビリンピック開催

　身体障害者雇用促進協会では、第8回身体障害

者技能競技大会（愛称アビリンピック）を、つぎ

び）要領で開催します。

申込み　全国身体障害者技能競技大会参加選手推

薦書（福祉事務所にあ1））に記入のうえ、福祉事

務所へ提出してください。

申込み期限　8月25日（ガ

日程　11月7日体）～9日囲

会場　雇用促進事業団　中央技能開発センター

（〒281千葉県六方町274番地　80434－22－2224）

参加資格　／）ぎグ）（1〉～（4）のすべてに該当する人で

あって、県知事の推薦を受けた人．

（1）身体障害者手帳所持者で、技能検定2級程度グ）

能力を有する人。

（2）昭和54年11月7日現在で、競技職種にかかる訓

練歴及び職歴び）合計が15年をこえない人で満40歳

未満の人。

（3）大会開催4ヵ月以内に医師び）診断を受け、競技

参加に・）いて適当と認められた旨証明された人

（証明書び）様式は指定のもび）を用いること）

（4）第1回から第7回までび）大会で第1位に入賞し

たことがない人。

　詳しい二とは、市社会福祉事務所保護係（密7－3111

番内線214）へ．

第7回
わかいしょの大運動会

　第7回才）かいしょび）大運動会実行委員会では、

秋空σ）ド、十口町び）若者が・堂に集い、汗を流し、

語1）あい、楽しい1日を過すことを目的に、／）ぎ

のとおりソフトボール大会を実施します。ふるっ

てご参加ください。

期日　9月2日（日）雨天順延〔9月9日（日）雨天中止〕

会場　河川公園サッカーコート

参加対象　十目町市内、中魚沼郡内び）若いしよ

参加費　1人100円

県民手帳予約募集中
　新潟県統計協会では、県民σ）皆さんに広く利用

していただこうと、1980年版の手帳「にいがた」

を発行することにな1）、その予約募集を行ってい

ます。

発行時期　11月中旬

領布価格　1冊250円

申込期間　8月31日
　ご希望グ）かたは、市役所商工課または各出張所

（吉田、水沢、ド条、六箇）宛へ代金を添えてお

申し込みください。

（第3種郵便物認可）昭和54年8月10日

　0苗場山麓実験農場
※　河岸段丘の開発に取り組まれるかたがたの話を聞き、また、開拓して新しい土地作り

に挑戦している姿にふれ、実際に仕事をしている農家の人達び）姿を見て心をうたれました。

※　十日町の農業発展のために、いろいろ工夫、研究している姿に将来の農業にあたたか

い見通しを感じた．

※　二この収穫物が卸売市場に出荷されるという話を聞いて、今日の見学会が1本のす

じにまとまりました。

0卸売市場
※　私達は、小売業者かr）ばかり品物を買っているので市場ははじめてです。こ

この売買グ）仕方はどんなことをするび）か興味があったが丁度セリが終っていて残

念だった。次σ）機会に、是非セリをすると二ろを見てみたい。

※　食肉などの食物はほとんどここでまかな才）れているそうなので、責任をもっ

て出荷してください．

o立正佼成会菅沼練成道場
※　山の中のあの建物には驚きました。

成せば成るですね。

※　一度行一）てみたいと思っていたと

ころですが、途中の道が悪く、思った

より遠か一・たです。建物は実に立派で

した。

※　こんな立派な道場ができるのは、

やっぱり信仰の力なんですね。

0マイクロバスの中で
※　市の施設見学会は、おととしとこ

れで2回目ですが、年々新しい施設が

出来てきますね。

※　クーラーがよくきいて快適でした！

一（第3種郵便物認可〉昭和54年8月1・日■■■■■■■■■■■■とおガ言3■■■■■（4）
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※
　
省
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ネ
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叫
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れ
て
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る
の
に
、
生
ゴ
ミ
か
ら
水
が
ダ
ラ
ダ

ラ
た
れ
て
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る
ゴ
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を
燃
や
す
の
は

余
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。
ゴ
ミ
を
出
す
人
が
気
を
つ

け
な
い
と
い
け
な
い
の
’
．
、
す
ね
。

※
　
し
尿
は
、
水
と
カ
ス
と
ガ
ス
に

分
離
し
て
、
そ
の
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
利
用
し
て
い
て
、
大
変
合
理
的
な

処
理
方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。

※
　
あ
の
悪
臭
の
中
で
毎
日
仕
事
を

し
て
い
る
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
で
す
．

　市では、市民の皆さんから、市の現状や仕事グ）実際を目で見た1）、耳

で聴いていただくために、毎年施設見学会を開催しています。今年もす

でに十団体の申し込みがあり、盛況です。

　7月31日には、枯木又婦人学級の19人の皆さんが、衛生センター、博

物館、苗場山麓実験農場、卸売市場、魚沼スカイライン、立正佼成会菅

沼練成道場などの施設を見学しました。

　参加した枯木又の皆さんの声をとおして、施設見学会の様子をレポー

トしてみましょう。（今年の募集は締切ド）せていただきました。）

O
博
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館

※
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が
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や
す
く
、
雪
国
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や
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の
順
序
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懐
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そ
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ま
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台
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。
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い
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。
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、
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「
．
裳

0市役所・市長室
※　いかめしいとこ7）かと思・ノていたが案外気楽なところだ．

※市長さんび）応接間《、暑いんですね。

※枯木又び）ことも心配してくださっていてあ1）がとうごさい主す。

O
℃
臥
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総　務　費
　庁舎～令房、L事

　交通安全施設整備事業

民　生　費

　敬老祝金

　老人医療費及び老人医療費助成事業

　身体障害者福祉会館建設L事

衛　生　費

　妊産婦乳児医療費助成事業

　へき地患者輸送雪上車

農林水産業費

　特定農山村振興特別対策事業補助金

　農林水産業振興事業補助金
　養蚕近代化促進対策事業費補助金

　土地改良事業補助金

　国土調査事業測量委託

　林道開設事業

商　工　費

　魚沼スカイライン開発事業負担金

土　木　費

　市道新設改良舗装工事
　道路改良に伴う用地買収費

　国道改良工事負担金
　道路改良に伴う家屋移転ほか補償費

　消雪パイプ工事

　除雪センター建築工事

　・一ダリー車
　基礎集落圏管理棟建設工事
　除雪ドーザ（2台）

　河川改修工事
　新座線改良工事
　十日町公園造成工事ほか
　田川公営団地建設工事

教　育　費
　むー）み幼稚園新設補助金

　小学校整備及び修繕工事

　鐙島小屋体改築工事
　鐙島小特別教室建築工事
　中条中建築工事

　博物館整備事業
　青少年スポーッセンター造成工事

　信濃川運動公園造成工事

　市営グラウンド設備整備ほか

災害復旧費

　農林災害復旧工事

　土木災害復旧工事

3，590ノ∫FI

　830万円

1，108ノ∫「q

18，381ノ∫円

1，395ノ∫F　I

1，277ノノ’II1

584ノノ’F　I

2．161ノ∫「弓

1．336ノ∫lq

2，834ノ∫Fq

2，〔）43iノ∫Fl

2，146ニノノF■ヨ

1，8（X）万円

923万円

30，052万円

3，273万円

3，848万円

7，383万円

5，620万円

4，192万円

1，820万円

2，655万円

2，156万円

1，799万円

2，795万円

1，520万円

7，757万円

　800万円
2，639万円

7，369万円

4，571万円

15，576万円

2，735万円

2，679万円

2，600万円

1，105万円

5，601万円

3，931万円

〈市債の状況〉

　　36億768万円
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土　　教　　辺

木　　育　　地

債　　債　　債

唇　簡易水道
巳

巳

水
　
田
　
債

財
政
対
策
債

50
年
庄
市
町
村
民

税
減
収
補
て
ん
債

そ
　
の
　
他

災
　
害
　
債

市
庁
舎
・
市
民

会
　
館
　
債

厚
生
福
祉
債

2億

1億

　　　特別会計
”一一’一醐噸一一一一一一“繭一一「

●学校基金
土地（市有地）87，693η∫

土地（借　地）148，639㎡

●土地開発基金
土地　7643万円

　20，695ηガ

現金1億3357万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　市

醸髄鵡譲
　　　　　　　　　　　　　　　　　状

　山林．　建物　　土地況
12，473，435ηぎ　114，417η∫13，269，181η∫

歳入2億9830万円

歳出2億9763万円

差引　　　67万円

下水道事業

歳入5億3393万円

歳出5億3295万円

差引　　　98万円

国罠健康保険　1

　　　　　　　量
　　　　　　　1

歳入15億3397万円

歳出14億1460万円

差引1億1937万円

直営診療所

歳入　2112万円

歳出　2112万円

差引　　　　0

』一1一一一幽劇一繍臨一．臓幽1一幽幽一一一

＼ ■

サんヂドん

博物館オープン 鐙島小体育館特別教室完成
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53．1
％

　　　　●人　件　費

15億213万円

　22．1％

民　生　費

12億8549万円

　18．9％

12．4％

　　　　　　　　一一　　　一般会計
　　A一一一《《《（繰越金

地方交付税

20億3250万円

　29．4％

土　木　費

12億4105万円

　18．3％

8975万円
　　　　3鼻1．3％　　　鵬重
　　　　　らゆ
　　　　　静
　　市債　嘉
　　　　　G　7億1980万円　も，3％

　　10．4％

物件費7．5％
5億603万円 歳　出

扶　助　費

9億6461万円

　14．2％

性質別 目的別

15．8％

諸収入・その他

8億5312万円

歳　　入

67億8489万円　　　教　育　費

　　　　　　　10億7187万円

へ

69億803万円

　市　税

18億3428万円

26．6％

補助費等
6億3243万円

　9．3％

翌年度繰越額　1億2314万円

投1
資7
的億
経4
費8
　4
　2
　万
　円
25．8
％

普通建設費

16億3444万円

　24．1％

1億1398万円

総　務　費

10億640万円

　14．8％

国庫支出金

10億1036万円

14．6％

公債費　7．8％

　5億2605万円
災害復旧費　1．7％ 衛生費　6．6％

　4億4680万円
〈市税の状況〉　18億3428万円

公債費　7．8％

　5億2568万円 農林水産業費　　5．4％

　　3億6450万円
1　た
億ば
4　こ
1消
7費
9　税
万
円

　電
　気
7
6
税
0
4
万
円

　そ

　の8
0
他
5
1
万
円

貸付金　5。3％

　3億6054万円
商工費　　5．0％

　3億4241万円
その他　　8．0％

　5億4505万円
その他2億7188万円4．0％く

8　市
億　民
7
4
　
税
1
9
万
円

6　固
億定
6　資
1産
7　税
5
万
円

消防費2億2844万円3．4％
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8975万円
　　　　　3鼻　1．3％　　　鵬重
　　　　　　らゆ
　　　　　　静
　　市債　嘉
　　　　　　G　7億1980万円　も，3％

　　10．4％

諸収入・その他

8億5312万円

12．4％

歳 入

地方交付税

20億3250万円

　29．4％

69億803万円

国庫支出金

10億1036万円

　14．6％

　市　税

18億3428万円

　26．6％

翌年度繰越額 1億2314万円

〈市税の状況〉

47．7％ 36．1％ 7．7％

18億3428万円

4．1％ 4．4％
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総　務　費
　庁舎～令房、L事

　交通安全施設整備事業

民　生　費

　敬老祝金

　老人医療費及び老人医療費助成事業

　身体障害者福祉会館建設L事

衛　生　費

　妊産婦乳児医療費助成事業

　へき地患者輸送雪上車

農林水産業費

　特定農山村振興特別対策事業補助金

　農林水産業振興事業補助金
　養蚕近代化促進対策事業費補助金

　土地改良事業補助金

　国土調査事業測量委託

　林道開設事業

商　工　費

　魚沼スカイライン開発事業負担金

土　木　費

　市道新設改良舗装工事
　道路改良に伴う用地買収費

　国道改良工事負担金
　道路改良に伴う家屋移転ほか補償費

　消雪パイプ工事

　除雪センター建築工事

　・一ダリー車
　基礎集落圏管理棟建設工事
　除雪ドーザ（2台）

　河川改修工事
　新座線改良工事
　十日町公園造成工事ほか
　田川公営団地建設工事

教　育　費
　むー）み幼稚園新設補助金

　小学校整備及び修繕工事

　鐙島小屋体改築工事
　鐙島小特別教室建築工事
　中条中建築工事

　博物館整備事業
　青少年スポーッセンター造成工事

　信濃川運動公園造成工事

　市営グラウンド設備整備ほか

災害復旧費

　農林災害復旧工事

　土木災害復旧工事

3，590ノ∫FI

　830万円

1，108ノ∫「q

18，381ノ∫円

1，395ノ∫F　I

1，277ノノ’II1

584ノノ’F　I

2．161ノ∫「弓

1．336ノ∫lq

2，834ノ∫Fq

2，〔）43iノ∫Fl

2，146ニノノF■ヨ

1，8（X）万円

923万円

30，052万円

3，273万円

3，848万円

7，383万円

5，620万円

4，192万円

1，820万円

2，655万円

2，156万円

1，799万円

2，795万円

1，520万円

7，757万円

　800万円
2，639万円

7，369万円

4，571万円

15，576万円

2，735万円

2，679万円

2，600万円

1，105万円

5，601万円

3，931万円

〈市債の状況〉

　　36億768万円
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1
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円

3
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4
5
1
万
円

1
0
億
8
4
6
9
万
円

1
3
憶
3
8
3
4
万
円

土　　教　　辺

木　　育　　地

債　　債　　債

唇　簡易水道
巳

巳

水
　
田
　
債

財
政
対
策
債

50
年
庄
市
町
村
民

税
減
収
補
て
ん
債

そ
　
の
　
他

災
　
害
　
債

市
庁
舎
・
市
民

会
　
館
　
債

厚
生
福
祉
債

2億

1億

　　　特別会計
”一一’一醐噸一一一一一一“繭一一「

●学校基金
土地（市有地）87，693η∫

土地（借　地）148，639㎡

●土地開発基金
土地　7643万円

　20，695ηガ

現金1億3357万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　市

醸髄鵡譲
　　　　　　　　　　　　　　　　　状

　山林．　建物　　土地況
12，473，435ηぎ　114，417η∫13，269，181η∫

歳入2億9830万円

歳出2億9763万円

差引　　　67万円

下水道事業

歳入5億3393万円

歳出5億3295万円

差引　　　98万円

国罠健康保険　1

　　　　　　　量
　　　　　　　1

歳入15億3397万円

歳出14億1460万円

差引1億1937万円

直営診療所

歳入　2112万円

歳出　2112万円

差引　　　　0

』一1一一一幽劇一繍臨一．臓幽1一幽幽一一一

＼ ■

サんヂドん

博物館オープン 鐙島小体育館特別教室完成

■■■■■（第3種郵便物認可〉昭和54年8月i・日ロ■■■■■■■■■■とおガ夢3■■■■■■⑥
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市
の
お
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が
ど
の
よ
う
に
使
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れ
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財
政
事
情
は
ど
の
よ
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に
な
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て
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及
び
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53．1
％

　　　　●人　件　費

15億213万円

　22．1％

民　生　費

12億8549万円

　18．9％

12．4％

　　　　　　　　一一　　　一般会計
　　A一一一《《《（繰越金

地方交付税

20億3250万円

　29．4％

土　木　費

12億4105万円

　18．3％

8975万円
　　　　3鼻1．3％　　　鵬重
　　　　　らゆ
　　　　　静
　　市債　嘉
　　　　　G　7億1980万円　も，3％

　　10．4％

物件費7．5％
5億603万円 歳　出

扶　助　費

9億6461万円

　14．2％

性質別 目的別

15．8％

諸収入・その他

8億5312万円

歳　　入

67億8489万円　　　教　育　費

　　　　　　　10億7187万円

へ

69億803万円

　市　税

18億3428万円

26．6％

補助費等
6億3243万円

　9．3％

翌年度繰越額　1億2314万円

投1
資7
的億
経4
費8
　4
　2
　万
　円
25．8
％

普通建設費

16億3444万円

　24．1％

1億1398万円

総　務　費

10億640万円

　14．8％

国庫支出金

10億1036万円

14．6％

公債費　7．8％

　5億2605万円
災害復旧費　1．7％ 衛生費　6．6％

　4億4680万円
〈市税の状況〉　18億3428万円

公債費　7．8％

　5億2568万円 農林水産業費　　5．4％

　　3億6450万円
1　た
億ば
4　こ
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7費
9　税
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7
6
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0
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　そ
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0
他
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1
万
円

貸付金　5。3％

　3億6054万円
商工費　　5．0％

　3億4241万円
その他　　8．0％

　5億4505万円
その他2億7188万円4．0％く

8　市
億　民
7
4
　
税
1
9
万
円

6　固
億定
6　資
1産
7　税
5
万
円

消防費2億2844万円3．4％
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8975万円
　　　　　3鼻　1．3％　　　鵬重
　　　　　　らゆ
　　　　　　静
　　市債　嘉
　　　　　　G　7億1980万円　も，3％

　　10．4％

諸収入・その他

8億5312万円

12．4％

歳 入

地方交付税

20億3250万円

　29．4％

69億803万円

国庫支出金

10億1036万円

　14．6％

　市　税

18億3428万円

　26．6％

翌年度繰越額 1億2314万円

〈市税の状況〉

47．7％ 36．1％ 7．7％

18億3428万円

4．1％ 4．4％
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十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
と
は
、
十
日
町
市
と
川
西
町
が
共

同
で
運
営
し
て
い
る
組
合
で
す
．

　
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
、
火
葬
場

の
運
営
、
管
理
を
と
お
し
て
、
文
化

的
な
市
民
生
活
を
さ
さ
え
る
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
代
町
の
委

託
処
理
も
し
て
い
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和54年8月10日

備鞭灘購瓢　 ＋

　　　　3薦66碗74・・％市
　　　1　町市2億32・4万円　衛●

　　　　　聯　1禦卿　設町

1億㌧騨3撫撫灘組
　　　3・・5％　騨0’6％合

　　　　　　　　　21．2％

（第3種郵働嗣）昭和54年8月10日■■■■■■■■■■■■と7i謬∬9』旨■■■■■（8

’1一一一一一目的別歳出予算☆予算額8・億9・・8万円◇割合100％一一一一￥

癖塩辮

54年震癒丹末予箕執籔状溌 組合債の状況

　当
3初

億
2予
9算
9
0
万
円

　6
3月

億末
2予
9算

9
0
万
円

ごみ処理施設
　1億6251万円

収
7
入
　
　
　

支
4
済
　
　 6出

5額　　2済
6　　　6額
万　　　　9 し尿処理施設

2億8748万円円　　　万

　　　円

回回 埋　立　地　整　備
清　　　掃　　　車

商　工　費
☆4億
　4566万円
◇5。5％

◎8，906円

θ嚢

そ　の　他
☆3億
　1032万円
◇3．8％

◎6，201円

農林水産業費

☆4億
　2798万円
◇5．3％

◎8，553円

窮
公　債　費
☆5億
　1008万円
◇6．3％

◎10，193円

衛生費　民生費　総務費☆6億　　　　　　☆15億　　　　　　☆10億
　9009万円　　　　　　3028万円　　　　　　1354万円

◇8．5％　　　　◇18．9％　　　　◇12。5％
◎13，791円　　　　　◎30，581円　　　　　◎20，255円

教育費　消防費　土木費☆16億　　　　　　☆2億　　　　　　☆12億
　8666万円　　　　　4953万円　　　　　2594万円
◇20．9％　　　◇3．1％　　　　◇15．2％
◎33，706円　　　　　◎4，987円　　　　　◎24，499円

、一一一一一一一一一◎市民1人当たり161，672円（54．6．1現在の人口で計算）一一・一一一一一．ノ

睾
轟
月
殊
噸
描

へ
℃
へ

計会般
　
一

歳出4億6888万円 歳入4億7937万円

消
i
防
費
　
4
億
　
3
　
2
　
9
　
7
万
円
9
2
． 4％

常備消防費

　　2億6542万円

　　　　　56．6％

繰
越
金
1
0
4
9
万
円

分
担
金
及
び
負
担
金
4
億
4
9
9
4
万
円
9
3
．9％

十　日　町　市

　2億2609万円

　　　　　47．2％

川　　西　　町

8067万円　16．8％
非常備消防費

　8745万円　18．7％ 津　　南　　町

9675万円　20．2％
消防施設費
　8010万円　17．1％ 中　　里　　村

4643万円　　9．7％

その他3591万円7．6％ その他2943万円6．1％

　　十日町地域事務組合
　十日町地域広域事務組合とは、1一日町市、川西町・津南町・　i

i中里村が資金を出しあ・，て運営している組合です。

　四市町村が 一体となって、広域的な消防体制、と畜場、総合i

l福祉センター（御陣荘）の各事業を行っており、郡・市8／∫住l

i民の安定的なくド）しを守る仕事を、一手にになっています・

〈公共事業執行状況〉
◆6月末予算　38億9639万円

囹執行済額　18億862万円
　　　（執行率46．5％）

　　圃　國

．．；．讐総誉r

　　　圏12億3573万円（56．6％）

単独事業◆16億1189万円

　　　園5億415万円（31．3％）

　一災害復旧事業
　　　　　　　●
補助事業◆9976万円

　　　囹6874万円 （68．9％）

当
初
予
算

8
0
億
3
6
0
0
万
円

繋

灘

6
月
末
予
算

8
0
億
9
0
0
8
万
円

国民健康保険

圓

－
難
叢
、
團

舞
壇
沸
圏

と 玄
田 場 1億4551万円

消防庁舎　9603万円

福祉センター　　3830万円

口亟亟コ2927万円

借入先別

　目的別　総
　”一”ρ一皿’。一額

第四銀行16・万円0
　　　　　　　3新潟県190万円口億

　　　　　　9共済組合3878万円
　　　　　　1
郵政省7603万円1
　　　　　　万
大蔵省1億9080万円円

組
合
債
の
状
況

基
金
公
社
債
　
　
1
1
0
万
円

建
物
4
7
3
1
●
6
3
1
1
1

組
合
財
産
の
状
況

特別会計、．一、．，、．一、、一、．一　　．、．　　（単位：万円〉

会計名 歳　入 歳　出 差　引

総合福祉

センター
1554 1476 78

と畜場
事　　業
9909 9612 297

計 11463 11088 375

特別会計 （単位：万円〉

直営診療所

軸
駅
勲

　2248万円
　　116万円

　　462万円

△　346万円

算
入
出
引

予
歳
歳
差

15億4024万円

4億109万円

1億4924万円

2億5185万円

十日町市871人

川西町

　29人
中里村

　391人

「
御
陣
荘
一
利
用
状
況

特別会計
（単位：万円）

会計名 当初予算 収入済額 支出済額

総合福祉

センター 1408 604 188

と畜場
事　　業 2769 847 281

計 4177 1451 469

一般会計 下水道事業 　
　
　
　
円
円
円
円

道
　

万
万
万
万

　
　
　
　
3
3
1
8

芦
蜘
蜘
捌
舗

簡
　
算
入
出
引

　
　
　
　
予
歳
歳
差

その他571人

合計
13，087人

津南町

11，225人

当
初
予
算

　
　
5
億
　
6
2
8
万
円

6
月
末
予
算

　
　
5
億
　
6
2
8
万
円

収
入
済
額

－
億
3
4
9
9
万
円

支
出
済
額

1
億
1
7
0
7
万
円

回國
算
入
出
引

予
歳
歳
差

薗10億900万円
1億3388万円

　9610万円

　3778万円

〈市税の内訳〉
　18億6170万円

市　　民　　税

　8億6169万円

固定資産税
　7億726万円

たばこ消費税

　1億3539万円

電　気　税
　　　7250万円

㊥
㌻
　
㊦
㊥

そ　の　他
　　8486万円

地方交付税

　20億円

市税
18億

6170万円

23．0％

　　　国県支出金　　　24．7％

　　　　12億
　む　　2909万円
　　　命
　　8㌦　

15・2％

　　　　％々92　歳入総額

その他　　　　　　80億
21億1589万円26．2％

　　　　　　　　　　　9008万円



　
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
と
は
、
十
日
町
市
と
川
西
町
が
共

同
で
運
営
し
て
い
る
組
合
で
す
．

　
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
、
火
葬
場

の
運
営
、
管
理
を
と
お
し
て
、
文
化

的
な
市
民
生
活
を
さ
さ
え
る
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
代
町
の
委

託
処
理
も
し
て
い
ま
す
。
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54年震癒丹末予箕執籔状溌 組合債の状況

　当
3初

億
2予
9算
9
0
万
円

　6
3月

億末
2予
9算

9
0
万
円

ごみ処理施設
　1億6251万円

収
7
入
　
　
　

支
4
済
　
　 6出

5額　　2済
6　　　6額
万　　　　9 し尿処理施設

2億8748万円円　　　万

　　　円

回回 埋　立　地　整　備
清　　　掃　　　車

商　工　費
☆4億
　4566万円
◇5。5％

◎8，906円

θ嚢

そ　の　他
☆3億
　1032万円
◇3．8％

◎6，201円

農林水産業費

☆4億
　2798万円
◇5．3％

◎8，553円

窮
公　債　費
☆5億
　1008万円
◇6．3％

◎10，193円

衛生費　民生費　総務費☆6億　　　　　　☆15億　　　　　　☆10億
　9009万円　　　　　　3028万円　　　　　　1354万円

◇8．5％　　　　◇18．9％　　　　◇12。5％
◎13，791円　　　　　◎30，581円　　　　　◎20，255円

教育費　消防費　土木費☆16億　　　　　　☆2億　　　　　　☆12億
　8666万円　　　　　4953万円　　　　　2594万円
◇20．9％　　　◇3．1％　　　　◇15．2％
◎33，706円　　　　　◎4，987円　　　　　◎24，499円

、一一一一一一一一一◎市民1人当たり161，672円（54．6．1現在の人口で計算）一一・一一一一一．ノ
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万
円
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常備消防費

　　2億6542万円
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金
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万
円

分
担
金
及
び
負
担
金
4
億
4
9
9
4
万
円
9
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十　日　町　市

　2億2609万円

　　　　　47．2％

川　　西　　町

8067万円　16．8％
非常備消防費

　8745万円　18．7％ 津　　南　　町

9675万円　20．2％
消防施設費
　8010万円　17．1％ 中　　里　　村

4643万円　　9．7％

その他3591万円7．6％ その他2943万円6．1％

　　十日町地域事務組合
　十日町地域広域事務組合とは、1一日町市、川西町・津南町・　i

i中里村が資金を出しあ・，て運営している組合です。

　四市町村が 一体となって、広域的な消防体制、と畜場、総合i

l福祉センター（御陣荘）の各事業を行っており、郡・市8／∫住l

i民の安定的なくド）しを守る仕事を、一手にになっています・

〈公共事業執行状況〉
◆6月末予算　38億9639万円

囹執行済額　18億862万円
　　　（執行率46．5％）

　　圃　國

．．；．讐総誉r

　　　圏12億3573万円（56．6％）

単独事業◆16億1189万円

　　　園5億415万円（31．3％）

　一災害復旧事業
　　　　　　　●
補助事業◆9976万円

　　　囹6874万円 （68．9％）
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田 場 1億4551万円

消防庁舎　9603万円
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口亟亟コ2927万円

借入先別
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特別会計、．一、．，、．一、、一、．一　　．、．　　（単位：万円〉

会計名 歳　入 歳　出 差　引

総合福祉

センター
1554 1476 78

と畜場
事　　業
9909 9612 297

計 11463 11088 375

特別会計 （単位：万円〉

直営診療所

軸
駅
勲

　2248万円
　　116万円

　　462万円

△　346万円

算
入
出
引

予
歳
歳
差

15億4024万円

4億109万円

1億4924万円

2億5185万円

十日町市871人

川西町

　29人
中里村

　391人

「
御
陣
荘
一
利
用
状
況

特別会計
（単位：万円）

会計名 当初予算 収入済額 支出済額

総合福祉

センター 1408 604 188

と畜場
事　　業 2769 847 281

計 4177 1451 469

一般会計 下水道事業 　
　
　
　
円
円
円
円

道
　

万
万
万
万

　
　
　
　
3
3
1
8

芦
蜘
蜘
捌
舗

簡
　
算
入
出
引

　
　
　
　
予
歳
歳
差

その他571人

合計
13，087人

津南町

11，225人

当
初
予
算
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6
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4
9
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億
1
7
0
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万
円

回國
算
入
出
引

予
歳
歳
差

薗10億900万円
1億3388万円

　9610万円

　3778万円

〈市税の内訳〉
　18億6170万円

市　　民　　税

　8億6169万円

固定資産税
　7億726万円

たばこ消費税

　1億3539万円

電　気　税
　　　7250万円

㊥
㌻
　
㊦
㊥

そ　の　他
　　8486万円

地方交付税

　20億円

市税
18億

6170万円

23．0％

　　　国県支出金　　　24．7％

　　　　12億
　む　　2909万円
　　　命
　　8㌦　

15・2％

　　　　％々92　歳入総額

その他　　　　　　80億
21億1589万円26．2％

　　　　　　　　　　　9008万円
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・
・
博
物
館

次
憂
の
特
別
展
儀
の
聡
レ
銭
ゼ

　
憶
物
館
で
は
、
八
月
四
日
（
土
）

か
ら
三
十
一
日
（
金
）
ま
で
、
夏
期

特
別
展
と
し
て
「
木
の
文
化
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昔
か
ら
人
々
の
生
活
に

密
接
に
か
か
わ
っ
て
き
た
木
の
民
具

を
通
し
て
、
木
と
人
々
の
く
ら
し
を

考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
今
回
は
特
に
厚
コ
シ
キ
”
と
ヶ
キ

バ
チ
”
づ
く
り
が
中
心
て
す
。

山滝波金金田岩近庭田多俵島
田沢間沢子村田藤野中田山田

ス壮秀一芳政敬　忠昭　忠長
ギ治三勇夫治作勇郎治滋雄作

ぬ
り
ぎ
仏
壇
店

山高田田飯大庭北藤
田橋村村塚島野村間

力　角敏茂　正哲定
三勝次雄夫弘芳郎一

阿
部
友
治
郎

滝
沢
　
栄
輔

小
海
　
　
保

津
南
町
赤
沢

ニ
ツ
屋

小
　
貫

稲
荷
町
四

赤
　
倉

原中
条
新
田

諏
訪
町

稲
荷
町
．
．
本
通
り

南
　
雲

本
町
、
．
、

田
中
町
東

津
南
町
結
東

高
田
町
二

栄
　
　
町

東
京
都

五
軒
新
田

稲
荷
町
一

南
　
雲

中
条
旭
町

上
田
原

八
　
幡

本
町
七
の
二

四
日
町
新
田

本
町
東
↓

名
ケ
山

博物館資料ありがとうございました（3月～7月分）

滝
沢
　
秀
幽

小
沢
電
気
店

阿
部
　
隆
治

高
橋
　
勝
国

池
田
　
正
巳

池
田
　
　
亨

小
林
　
イ
ト

高
木
　
孝
雄

庭
野
　
重
信

庭
野
　
重
松

野
上
　
　
穣

田
村
喜
騙
郎

津
南
町
赤
沢

西
浅
川
原

千
代
田
町

高
山
第
四

高
田
町
三
南

六
日
町
余
川

西
本
町
一

袋
町
東

西
寺
町

住
吉
町

高
島
第
二

樽
　
沢

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
西
寺
町

　高関熊根佐波神宮金佐村若
　橋ロ木津藤間谷内沢藤山井

　建ミ里勢巳幸栄タ善利　米
敬策ツー一作三子ケ作夫博蔵

　
稲
荷
町
．
．
一
本
通
り

　
稲
荷
町
一
．
．
北

　
相
川
町
．
長
坂

　
姿
　
山
本
二

　
東
京
都

　
本
町
五

　
新
光
寺

　
江
　
道

　
稲
荷
町
三
南

　
泉
　
町

　
蟹
　
沢

称
略

　
ま
た
、
民
具
づ
く
り
の
実
際
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
秋
山
か
ら
製
作

者
を
招
き
、
キ
バ
チ
づ
く
り
の
実
演

も
お
こ
な
い
ま
す
ρ

※
実
演
日

　
八
月
十
六
日
困
・
ニ
レ
し
日
側

※
実
演
時
間

　
　
午
前
十
時
～
正
午

　
　
午
後
一
時
～
午
後
三
時

◎
八
月
二
十
七
日
鳳
は
、
休
館
日
で

す
が
、
休
ま
ず
平
常
通
り
開
館
し
て

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
B
七
－
五
五

三
一
番
。

　
「
戦
争
を
考
え
る
会
」

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　
水
曜
会
（
去
年
の
青
年
大
学
講
座

O
B
会
）
で
は
、
戦
争
体
験
が
風
化

し
が
ち
な
中
で
も
う
一
度
「
戦
争
」

を
考
え
て
み
よ
う
と
、
「
戦
争
を
考

え
る
会
」
（
映
画
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
多
数
．
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

映
画
会

　
八
月
十
九
日

　
　
一
回
目
　
午
後
二
時
～

　
　
二
回
目
　
午
後
六
時
～

　
「
軍
旗
は
た
め
く
下
に
」
　
結
成

　
昌
治
原
作
　
深
作
欣
二
監
督
、
丹

　
波
哲
郎
主
演

　
「
わ
た
し
は
員
に
な
り
た
い
」

　
　
橋
本
忍
脚
本
・
監
督
　
フ
ラ
ン

　
　
キ
ー
堺
主
演

　
会
費
　
五
百
円

　
会
場
　
十
日
町
公
民
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
八
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
七
時
～

》“蒔諌訟前、

　　　シリ＿ズ照5

終戦の日
昭和20年8月15日

　
昭
和
．
一
十
年
ぺ
月
↑
瓦
日
、
あ
の

日
は
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑

い
日
で
あ
っ
た
、

　
そ
の
頃
は
大
東
亜
戦
争
の
戦
勢
、

日
に
日
に
振
わ
ず
、
本
七
の
重
要
都

市
が
爆
撃
さ
れ
沖
縄
も
米
軍
の
手
に

陥
り
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
、
米
軍
の
本
土
上
陸
必
至
の

情
勢
で
あ
り
、
国
民
挙
げ
て
本
土
決

戦
に
備
え
全
国
各
地
に
特
設
警
備
隊

が
組
織
さ
れ
た
．
中
魚
沼
地
区
で
は
ト

日
町
、
千
手
、
大
割
野
に
設
置
さ
れ

本
部
を
十
日
町
に
置
き
、
万
一
の
場

合
の
防
衛
召
集
の
準
備
に
万
全
を
期

し
て
い
た
。

　
一
方
在
郷
軍
人
会
で
は
、
数
年
前

よ
り
お
盆
休
み
を
返
上
し
て
郡
内
を

四
地
区
に
分
け
、
小
学
校
に
一
、
一
泊
四

餌
、

「
戦
争
体
験
が
ど
う
生
き
て
い
る

か
」
講
師
　
松
井
愛
美
氏
（
牧
師
）

中
林
秀
一
郎
（
中
条
地
区
公
民
館

長
）
上
村
千
恵
子
（
L
婦
）

日
間
未
入
営
補
充
兵
の
合
宿
訓
練
を

実
施
し
て
唱

　
私
は
部
隊
と
郷
軍
の
責
任
者
と
し

て
各
地
区
を
巡
回
し
、
八
月
卜
五
日

に
は
秋
成
の
合
宿
地
に
行
く
予
定
の

と
こ
ろ
レ
四
日
夜
、
新
潟
地
区
司
へ
・

部
柔
り
、
明
十
圧
目
正
午
車
次
放
送

が
あ
る
旨
の
連
絡
が
あ
’
た
の
で

電
気
会
社
に
昼
問
も
送
電
す
る
・
長
う

交
渉
、
秋
成
小
学
校
に
訓
練
参
加
者

及
び
村
民
を
集
め
放
送
を
聴
く
客
・

手
配
を
し
た
、

　
皆
、
本
土
決
戦
に
対
す
る
激
励
の

お
言
葉
か
あ
る
も
の
と
思
い
全
員
緊

張
し
て
　
不
動
の
姿
勢
で
耳
を
傾
け

て
　
　
　
玉
音
は
　
ッ
キ
リ
聴
き
取

れ
な
カ
・
た
が
　
ポ
ツ
ダ
ム
亡
旦
一
言
受

諾
終
戦
の
お
言
葉
で
あ
’
な
、

を
垂
オ
　
全
員
声
な
く
鳴
咽
す
る
者

も
あ
・
た
。
我
が
国
は
無
条
件
降
伏

し
永
年
に
亘
弓
た
苛
酷
の
戦
争
は
遂

こ
冬
’
た
の
だ
、
そ
の
時
の
私
共
の

胸
中
は
到
底
言
葉
に
表
わ
す
．
一
と
は

出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
．

　
私
は
、
直
ち
に
未
入
営
の
合
宿
剖

隊
を
解
散
し
　
各
入
帰
宅
す
る
よ
う

指
．
小
し
て
部
隊
本
部
に
帰
り
、
幹
部

レ
・
共
に
地
区
司
令
剖
よ
り
の
命
ヘ
マ
乞

マ

　
　
　
．
日
も
瞥
堕
日
か
続
い
た
．

米
軍
B
2
9
爆
撃
機
が
伊
達
原
に
急

造
さ
れ
た
飛
行
場
や
ト
目
町
市
街
の

L。

を
低
空
’
．
・
旋
回
し
て
　
た
。
ま
た
、

巷
に
は
流
言
が
舌
れ
飛
ひ
人
心
も
動

爵
し
㌦
　
た
、

　
漸
・
＼
敗
戦
の
実
感
が
涌
き
、
　
ま

だ
海
外
に
　
る
数
百
万
の
将
兵
同
胞

ド
，
こ
レ
7
乞
田
心
う
レ
）
断
腸
の
田
心
い
切
な

　
　
　
我
が
国
は
経
済
大
国
と
し
て
、

平
和
に
暮
ら
し
て
　
る
が
　
・
ノ
、
の
陰

に
幾
百
万
の
英
霊
の
犠
牲
が
あ
’

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

　
思
い
出
せ
ぱ
あ
の
日
｛
　
も
は
や

．
』
十
四
年
の
昔
と
な
・
た
、

　
　
　
　
　
　
（
田
村
英
太
郎
）

第3種郵便物認可）昭和54年8月10日と6ガ創匿お

圓
　
第
十
二
回
市
展
が
十
月
十
二
日
～
十

四
日
ま
で
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
公
民
館
市
展
係
で
は
次
の
と
お
り

出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

■
作
品

第
一
部
日
本
画
…
（
額
ぶ
ち
付
）

第
二
部
洋
画
…
油
絵
、
水
彩
、
パ
ス

テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
額
ぶ
ち
付
）

第
三
部
　
新
し
い
美
術
…
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
　
彫
塑
…
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
工
芸
…
…
染
・
織
・
焼
物

つ
る
・
漆
・
革
・
金
属
・
木
・
竹
・

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
今
年
か
ら
工
芸
部
門
を
新
設

わ
ら
・
紙
工
芸
な
ど
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
六
部
　
書
道
…
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
ガ
ラ
ス
枠

は
不
可
、
釈
文
票
添
付
、
釈
文
票
は

ペ
ン
書
も
可
）

第
七
部
　
写
真
…
（
半
切
以
上
全
倍

ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
、

ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可
）

■
出
品
料
…
…
各
部
門
と
も
一
般
一

点
七
百
円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

■
出
品
点
数
…
…
一
人
一
部
門
に
つ

き
二
点
以
内
。

■
搬
入
…
…
十
月
六
日
（
土
）
午
前

第5回市民芸能祭

参加団体募集4
謝
　

年
々
文
化
的
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
内

11

の
芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動
を
広
く
市

0う
民
に
発
表
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
芸
能
祭
を

7
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

奮
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

鰍
対
象
　
市
内
の
音
楽
、
演
劇
、
民
踊
（
謡
）
、
詩
吟

民
な
ど
で
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
発
表
で
き
る
ア
マ

公
チ
ュ
ア
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
使
用
料
は
無
料
）

町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

日
申
し
込
み
九
月
＋
日
ま
で
に
市
公
民
館
へ

九
時
～
午
後
八
時
半
ま
で
に
市
公
民

館
（
本
館
）
へ
．

■
審
査
員

日
本
画
・
洋
画
・
新
し
い
美
術

　
瀬
木
慎
一
（
美
術
評
論
家
）

彫
塑
・
工
芸

　
小
磯
　
稔
（
新
潟
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
助
教
授
）

書
道
　
高
須
翠
雲
（
日
本
書
道
連
盟
参
与
）

写
真
　
細
江
英
公
（
写
真
家
・
日
本
写
真

　
　
　
　
　
家
協
会
委
員
）

■
賞
…
市
展
賞
・
奨
励
賞
・
佳
作
賞

■
発
表
…
…
市
報
・
地
元
新
聞

　
詳
細
は
、
市
公
民
館
市
展
係
（
8

七
ー
五
〇
一
一
番
）
か
地
区
公
民
館
へ
。

★
★
★
★
★

　
　
星
空
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
★
★
★
★
★
★
★

　
真
夏
の
空
を
見
上
げ
て
み
よ
う
。

肉
眼
で
は
見
え
な
い
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ッ
ク
な
世
界
に
ひ
た
っ
て
み
よ
う
。

　
十
日
町
星
の
会
（
会
長
大
島
敏
夫
）

で
は
、
次
の
日
程
で
〃
星
空
の
つ
ど

い
”
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
も
な

観
望
対
象
は
、
星
座
、
星
雲
、
星
団
、

二
重
星
、
月
な
ど
で
す
。
タ
涼
み
が

て
ら
、
親
子
づ
れ
で
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時
・
会
場

入
月
十
八
日
　
午
後
七
時
～
九
時

　
川
治
地
区
公
民
館

八
月
二
十
三
日
　
午
後
七
時
～
九
時

　
　
水
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
※
い
ず
れ
も
、
雨
天
、
曇
天
の
場

合
は
翌
日
。
詳
細
問
い
合
わ
せ
は
、
大

島
敏
夫
さ
ん
（
8
二
ー
二
五
九
四
番
）
へ
．

（11

十

　
た
わ
わ
に
実
っ
た
大
き
な
つ
ぶ
は

い
っ
そ
う
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　
手
づ
く
り
の
味
が
再
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
「
ぶ
ど
う
｝
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ッ
さ
え
マ
ス
タ
ー
を
す
れ
ば
、
ぶ
ど

う
は
誰
に
で
も
作
れ
ま
す
。
わ
ず
か

な
ス
．
外
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
庭
先
に
豊

か
な
房
を
実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
自
ら
育
て
、
自
然
に
親
し
み
、
趣
味

と
実
益
を
兼
ね
て
“
あ
な
た
も
ぶ
ど
う

っ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
”
と
い
う

水
沢
地
区
公
民
館
の
呼
び
か
け
に
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
庭
先
に

ぶ
ど
う
づ
く
り
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
水
沢
地
区
公
民
館
1

三
十
二
名
の
生
徒
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
小
林
哲
夫
（
県
農
業
改

良
普
及
員
）
先
生
で
す
。
四
月
か
ら

教
室
を
開
始
し
ま
し
た
。

四
肩
…
・
：
苗
の
植
え
方
、
粋
田
の
偉
ば

　
し
方
、
花
振
り
現
象
な
ど
を
勉
強

　
し
ま
し
た
。

五
月
…
…
ぶ
ど
う
の
苗
を
植
え
て
あ

　
る
生
徒
の
家
の
庭
先
で
現
場
実
習

　
で
す
。

　
　
芽
か
き
の
方
法
、
た
な
の
か
け
方
、

　
病
害
虫
防
除
の
薬
品
の
作
り
方
、

　
消
毒
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

六
月
…
…
前
回
と
同
じ
く
現
場
実
習

　
で
す
。
か
な
り
、
枝
、
葉
が
成
長

　
し
て
お
り
、
勢
定
の
方
法
を
中
心

　
に
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
技
術
を
お
そ

　
わ
り
ま
し
た
。

　
以
後
、
育
成
上
の
ポ
イ
ン
ト
の
時
期

を
と
ら
え
て
、
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
あ
ち
こ
ち
の
生
徒
の
お
宅
を
た
ず

ね
て
の
現
場
実
習
を
通
じ
て
感
ず
る

こ
と
は
、
い
ず
れ
の
ぶ
ど
う
の
木
も

よ
く
茂
り
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
で
は
、
良
い
ぶ
ど
う
は

で
き
ま
せ
ん
。
思
い
き
っ
た
勢
定
を

お
こ
な
い
、
つ
る
・
枝
・
葉
の
数
を

相
当
少
な
く
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　
自
分
の
植
え
た
ぶ
ど
う
の
木
に
、

．
先
生
が
実
地
指
導
を
施
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
生
徒
も
大
喜
び
で
す
。

　
こ
ん
ど
は
あ
ち
ら
の
お
宅
の
庭
さ

き
、
次
は
こ
ち
ら
の
お
宅
の
庭
さ
き

と
い
っ
た
具
合
に
先
生
も
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
で
す
。

　
二
十
歳
位
の
若
い
か
た
か
ら
、
七
＋

歳
を
こ
え
た
か
た
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
生
徒
が
楽
し
い
ぶ
ど
う
つ
く
り
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
つ
ぶ
が
実
っ
た
ら
、
み

ん
な
で
持
ち
寄
っ
て
の
賞
味
大
会
も

考
え
て
い
ま
す
。

　
緑
と
空
間
と
大
つ
ぶ
の
ぶ
ど
う
の

お
り
な
す
庭
さ
き
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
き
っ
と
生
活
に
う
る
お
い
と
ハ

リ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
．運
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・
・
博
物
館

次
憂
の
特
別
展
儀
の
聡
レ
銭
ゼ

　
憶
物
館
で
は
、
八
月
四
日
（
土
）

か
ら
三
十
一
日
（
金
）
ま
で
、
夏
期

特
別
展
と
し
て
「
木
の
文
化
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昔
か
ら
人
々
の
生
活
に

密
接
に
か
か
わ
っ
て
き
た
木
の
民
具

を
通
し
て
、
木
と
人
々
の
く
ら
し
を

考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
今
回
は
特
に
厚
コ
シ
キ
”
と
ヶ
キ

バ
チ
”
づ
く
り
が
中
心
て
す
。

山滝波金金田岩近庭田多俵島
田沢間沢子村田藤野中田山田

ス壮秀一芳政敬　忠昭　忠長
ギ治三勇夫治作勇郎治滋雄作

ぬ
り
ぎ
仏
壇
店

山高田田飯大庭北藤
田橋村村塚島野村間

力　角敏茂　正哲定
三勝次雄夫弘芳郎一

阿
部
友
治
郎

滝
沢
　
栄
輔

小
海
　
　
保

津
南
町
赤
沢

ニ
ツ
屋

小
　
貫

稲
荷
町
四

赤
　
倉

原中
条
新
田

諏
訪
町

稲
荷
町
．
．
本
通
り

南
　
雲

本
町
、
．
、

田
中
町
東

津
南
町
結
東

高
田
町
二

栄
　
　
町

東
京
都

五
軒
新
田

稲
荷
町
一

南
　
雲

中
条
旭
町

上
田
原

八
　
幡

本
町
七
の
二

四
日
町
新
田

本
町
東
↓

名
ケ
山

博物館資料ありがとうございました（3月～7月分）

滝
沢
　
秀
幽

小
沢
電
気
店

阿
部
　
隆
治

高
橋
　
勝
国

池
田
　
正
巳

池
田
　
　
亨

小
林
　
イ
ト

高
木
　
孝
雄

庭
野
　
重
信

庭
野
　
重
松

野
上
　
　
穣

田
村
喜
騙
郎

津
南
町
赤
沢

西
浅
川
原

千
代
田
町

高
山
第
四

高
田
町
三
南

六
日
町
余
川

西
本
町
一

袋
町
東

西
寺
町

住
吉
町

高
島
第
二

樽
　
沢

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
西
寺
町

　高関熊根佐波神宮金佐村若
　橋ロ木津藤間谷内沢藤山井

　建ミ里勢巳幸栄タ善利　米
敬策ツー一作三子ケ作夫博蔵

　
稲
荷
町
．
．
一
本
通
り

　
稲
荷
町
一
．
．
北

　
相
川
町
．
長
坂

　
姿
　
山
本
二

　
東
京
都

　
本
町
五

　
新
光
寺

　
江
　
道

　
稲
荷
町
三
南

　
泉
　
町

　
蟹
　
沢

称
略

　
ま
た
、
民
具
づ
く
り
の
実
際
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
秋
山
か
ら
製
作

者
を
招
き
、
キ
バ
チ
づ
く
り
の
実
演

も
お
こ
な
い
ま
す
ρ

※
実
演
日

　
八
月
十
六
日
困
・
ニ
レ
し
日
側

※
実
演
時
間

　
　
午
前
十
時
～
正
午

　
　
午
後
一
時
～
午
後
三
時

◎
八
月
二
十
七
日
鳳
は
、
休
館
日
で

す
が
、
休
ま
ず
平
常
通
り
開
館
し
て

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
B
七
－
五
五

三
一
番
。

　
「
戦
争
を
考
え
る
会
」

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　
水
曜
会
（
去
年
の
青
年
大
学
講
座

O
B
会
）
で
は
、
戦
争
体
験
が
風
化

し
が
ち
な
中
で
も
う
一
度
「
戦
争
」

を
考
え
て
み
よ
う
と
、
「
戦
争
を
考

え
る
会
」
（
映
画
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
多
数
．
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

映
画
会

　
八
月
十
九
日

　
　
一
回
目
　
午
後
二
時
～

　
　
二
回
目
　
午
後
六
時
～

　
「
軍
旗
は
た
め
く
下
に
」
　
結
成

　
昌
治
原
作
　
深
作
欣
二
監
督
、
丹

　
波
哲
郎
主
演

　
「
わ
た
し
は
員
に
な
り
た
い
」

　
　
橋
本
忍
脚
本
・
監
督
　
フ
ラ
ン

　
　
キ
ー
堺
主
演

　
会
費
　
五
百
円

　
会
場
　
十
日
町
公
民
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
八
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
七
時
～

》“蒔諌訟前、

　　　シリ＿ズ照5

終戦の日
昭和20年8月15日

　
昭
和
．
一
十
年
ぺ
月
↑
瓦
日
、
あ
の

日
は
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑

い
日
で
あ
っ
た
、

　
そ
の
頃
は
大
東
亜
戦
争
の
戦
勢
、

日
に
日
に
振
わ
ず
、
本
七
の
重
要
都

市
が
爆
撃
さ
れ
沖
縄
も
米
軍
の
手
に

陥
り
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
、
米
軍
の
本
土
上
陸
必
至
の

情
勢
で
あ
り
、
国
民
挙
げ
て
本
土
決

戦
に
備
え
全
国
各
地
に
特
設
警
備
隊

が
組
織
さ
れ
た
．
中
魚
沼
地
区
で
は
ト

日
町
、
千
手
、
大
割
野
に
設
置
さ
れ

本
部
を
十
日
町
に
置
き
、
万
一
の
場

合
の
防
衛
召
集
の
準
備
に
万
全
を
期

し
て
い
た
。

　
一
方
在
郷
軍
人
会
で
は
、
数
年
前

よ
り
お
盆
休
み
を
返
上
し
て
郡
内
を

四
地
区
に
分
け
、
小
学
校
に
一
、
一
泊
四

餌
、

「
戦
争
体
験
が
ど
う
生
き
て
い
る

か
」
講
師
　
松
井
愛
美
氏
（
牧
師
）

中
林
秀
一
郎
（
中
条
地
区
公
民
館

長
）
上
村
千
恵
子
（
L
婦
）

日
間
未
入
営
補
充
兵
の
合
宿
訓
練
を

実
施
し
て
唱

　
私
は
部
隊
と
郷
軍
の
責
任
者
と
し

て
各
地
区
を
巡
回
し
、
八
月
卜
五
日

に
は
秋
成
の
合
宿
地
に
行
く
予
定
の

と
こ
ろ
レ
四
日
夜
、
新
潟
地
区
司
へ
・

部
柔
り
、
明
十
圧
目
正
午
車
次
放
送

が
あ
る
旨
の
連
絡
が
あ
’
た
の
で

電
気
会
社
に
昼
問
も
送
電
す
る
・
長
う

交
渉
、
秋
成
小
学
校
に
訓
練
参
加
者

及
び
村
民
を
集
め
放
送
を
聴
く
客
・

手
配
を
し
た
、

　
皆
、
本
土
決
戦
に
対
す
る
激
励
の

お
言
葉
か
あ
る
も
の
と
思
い
全
員
緊

張
し
て
　
不
動
の
姿
勢
で
耳
を
傾
け

て
　
　
　
玉
音
は
　
ッ
キ
リ
聴
き
取

れ
な
カ
・
た
が
　
ポ
ツ
ダ
ム
亡
旦
一
言
受

諾
終
戦
の
お
言
葉
で
あ
’
な
、

を
垂
オ
　
全
員
声
な
く
鳴
咽
す
る
者

も
あ
・
た
。
我
が
国
は
無
条
件
降
伏

し
永
年
に
亘
弓
た
苛
酷
の
戦
争
は
遂

こ
冬
’
た
の
だ
、
そ
の
時
の
私
共
の

胸
中
は
到
底
言
葉
に
表
わ
す
．
一
と
は

出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
．

　
私
は
、
直
ち
に
未
入
営
の
合
宿
剖

隊
を
解
散
し
　
各
入
帰
宅
す
る
よ
う

指
．
小
し
て
部
隊
本
部
に
帰
り
、
幹
部

レ
・
共
に
地
区
司
令
剖
よ
り
の
命
ヘ
マ
乞

マ

　
　
　
．
日
も
瞥
堕
日
か
続
い
た
．

米
軍
B
2
9
爆
撃
機
が
伊
達
原
に
急

造
さ
れ
た
飛
行
場
や
ト
目
町
市
街
の

L。

を
低
空
’
．
・
旋
回
し
て
　
た
。
ま
た
、

巷
に
は
流
言
が
舌
れ
飛
ひ
人
心
も
動

爵
し
㌦
　
た
、

　
漸
・
＼
敗
戦
の
実
感
が
涌
き
、
　
ま

だ
海
外
に
　
る
数
百
万
の
将
兵
同
胞

ド
，
こ
レ
7
乞
田
心
う
レ
）
断
腸
の
田
心
い
切
な

　
　
　
我
が
国
は
経
済
大
国
と
し
て
、

平
和
に
暮
ら
し
て
　
る
が
　
・
ノ
、
の
陰

に
幾
百
万
の
英
霊
の
犠
牲
が
あ
’

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

　
思
い
出
せ
ぱ
あ
の
日
｛
　
も
は
や

．
』
十
四
年
の
昔
と
な
・
た
、

　
　
　
　
　
　
（
田
村
英
太
郎
）
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圓
　
第
十
二
回
市
展
が
十
月
十
二
日
～
十

四
日
ま
で
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
公
民
館
市
展
係
で
は
次
の
と
お
り

出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

■
作
品

第
一
部
日
本
画
…
（
額
ぶ
ち
付
）

第
二
部
洋
画
…
油
絵
、
水
彩
、
パ
ス

テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
額
ぶ
ち
付
）

第
三
部
　
新
し
い
美
術
…
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
　
彫
塑
…
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
工
芸
…
…
染
・
織
・
焼
物

つ
る
・
漆
・
革
・
金
属
・
木
・
竹
・

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
今
年
か
ら
工
芸
部
門
を
新
設

わ
ら
・
紙
工
芸
な
ど
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
六
部
　
書
道
…
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
ガ
ラ
ス
枠

は
不
可
、
釈
文
票
添
付
、
釈
文
票
は

ペ
ン
書
も
可
）

第
七
部
　
写
真
…
（
半
切
以
上
全
倍

ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
、

ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可
）

■
出
品
料
…
…
各
部
門
と
も
一
般
一

点
七
百
円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

■
出
品
点
数
…
…
一
人
一
部
門
に
つ

き
二
点
以
内
。

■
搬
入
…
…
十
月
六
日
（
土
）
午
前

第5回市民芸能祭

参加団体募集4
謝
　

年
々
文
化
的
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
内

11

の
芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動
を
広
く
市

0う
民
に
発
表
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
芸
能
祭
を

7
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

奮
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

鰍
対
象
　
市
内
の
音
楽
、
演
劇
、
民
踊
（
謡
）
、
詩
吟

民
な
ど
で
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
発
表
で
き
る
ア
マ

公
チ
ュ
ア
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
使
用
料
は
無
料
）

町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

日
申
し
込
み
九
月
＋
日
ま
で
に
市
公
民
館
へ

九
時
～
午
後
八
時
半
ま
で
に
市
公
民

館
（
本
館
）
へ
．

■
審
査
員

日
本
画
・
洋
画
・
新
し
い
美
術

　
瀬
木
慎
一
（
美
術
評
論
家
）

彫
塑
・
工
芸

　
小
磯
　
稔
（
新
潟
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
助
教
授
）

書
道
　
高
須
翠
雲
（
日
本
書
道
連
盟
参
与
）

写
真
　
細
江
英
公
（
写
真
家
・
日
本
写
真

　
　
　
　
　
家
協
会
委
員
）

■
賞
…
市
展
賞
・
奨
励
賞
・
佳
作
賞

■
発
表
…
…
市
報
・
地
元
新
聞

　
詳
細
は
、
市
公
民
館
市
展
係
（
8

七
ー
五
〇
一
一
番
）
か
地
区
公
民
館
へ
。

★
★
★
★
★

　
　
星
空
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
★
★
★
★
★
★
★

　
真
夏
の
空
を
見
上
げ
て
み
よ
う
。

肉
眼
で
は
見
え
な
い
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ッ
ク
な
世
界
に
ひ
た
っ
て
み
よ
う
。

　
十
日
町
星
の
会
（
会
長
大
島
敏
夫
）

で
は
、
次
の
日
程
で
〃
星
空
の
つ
ど

い
”
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
も
な

観
望
対
象
は
、
星
座
、
星
雲
、
星
団
、

二
重
星
、
月
な
ど
で
す
。
タ
涼
み
が

て
ら
、
親
子
づ
れ
で
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時
・
会
場

入
月
十
八
日
　
午
後
七
時
～
九
時

　
川
治
地
区
公
民
館

八
月
二
十
三
日
　
午
後
七
時
～
九
時

　
　
水
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
※
い
ず
れ
も
、
雨
天
、
曇
天
の
場

合
は
翌
日
。
詳
細
問
い
合
わ
せ
は
、
大

島
敏
夫
さ
ん
（
8
二
ー
二
五
九
四
番
）
へ
．

（11

十

　
た
わ
わ
に
実
っ
た
大
き
な
つ
ぶ
は

い
っ
そ
う
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　
手
づ
く
り
の
味
が
再
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
「
ぶ
ど
う
｝
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ッ
さ
え
マ
ス
タ
ー
を
す
れ
ば
、
ぶ
ど

う
は
誰
に
で
も
作
れ
ま
す
。
わ
ず
か

な
ス
．
外
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
庭
先
に
豊

か
な
房
を
実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
自
ら
育
て
、
自
然
に
親
し
み
、
趣
味

と
実
益
を
兼
ね
て
“
あ
な
た
も
ぶ
ど
う

っ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
”
と
い
う

水
沢
地
区
公
民
館
の
呼
び
か
け
に
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
庭
先
に

ぶ
ど
う
づ
く
り
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
水
沢
地
区
公
民
館
1

三
十
二
名
の
生
徒
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
小
林
哲
夫
（
県
農
業
改

良
普
及
員
）
先
生
で
す
。
四
月
か
ら

教
室
を
開
始
し
ま
し
た
。

四
肩
…
・
：
苗
の
植
え
方
、
粋
田
の
偉
ば

　
し
方
、
花
振
り
現
象
な
ど
を
勉
強

　
し
ま
し
た
。

五
月
…
…
ぶ
ど
う
の
苗
を
植
え
て
あ

　
る
生
徒
の
家
の
庭
先
で
現
場
実
習

　
で
す
。

　
　
芽
か
き
の
方
法
、
た
な
の
か
け
方
、

　
病
害
虫
防
除
の
薬
品
の
作
り
方
、

　
消
毒
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

六
月
…
…
前
回
と
同
じ
く
現
場
実
習

　
で
す
。
か
な
り
、
枝
、
葉
が
成
長

　
し
て
お
り
、
勢
定
の
方
法
を
中
心

　
に
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
技
術
を
お
そ

　
わ
り
ま
し
た
。

　
以
後
、
育
成
上
の
ポ
イ
ン
ト
の
時
期

を
と
ら
え
て
、
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
あ
ち
こ
ち
の
生
徒
の
お
宅
を
た
ず

ね
て
の
現
場
実
習
を
通
じ
て
感
ず
る

こ
と
は
、
い
ず
れ
の
ぶ
ど
う
の
木
も

よ
く
茂
り
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
で
は
、
良
い
ぶ
ど
う
は

で
き
ま
せ
ん
。
思
い
き
っ
た
勢
定
を

お
こ
な
い
、
つ
る
・
枝
・
葉
の
数
を

相
当
少
な
く
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　
自
分
の
植
え
た
ぶ
ど
う
の
木
に
、

．
先
生
が
実
地
指
導
を
施
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
生
徒
も
大
喜
び
で
す
。

　
こ
ん
ど
は
あ
ち
ら
の
お
宅
の
庭
さ

き
、
次
は
こ
ち
ら
の
お
宅
の
庭
さ
き

と
い
っ
た
具
合
に
先
生
も
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
で
す
。

　
二
十
歳
位
の
若
い
か
た
か
ら
、
七
＋

歳
を
こ
え
た
か
た
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
生
徒
が
楽
し
い
ぶ
ど
う
つ
く
り
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
つ
ぶ
が
実
っ
た
ら
、
み

ん
な
で
持
ち
寄
っ
て
の
賞
味
大
会
も

考
え
て
い
ま
す
。

　
緑
と
空
間
と
大
つ
ぶ
の
ぶ
ど
う
の

お
り
な
す
庭
さ
き
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
き
っ
と
生
活
に
う
る
お
い
と
ハ

リ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
．運



1
－
博
℃
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H
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
H

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
石
油
、
電
気
、

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
t
、
こ
れ
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
部
分
を
外
国
か
ら

の
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
石
油
に
つ
い
て
は
、
大
量
に

輸
入
し
、
た
く
さ
ん
使
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
豊
か
な
私
た
ち
の
生
活

を
確
保
し
て
行
く
た
め
に
は
、
不
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
活
習
慣
の
中

に
取
り
入
れ
る
よ
う
、
お
互
い
が
協

力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
暮
ら
し
の
中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」
募
集
中

　
　
　
～
経
済
企
画
庁
～

■
提
案
の
内
容
　
○
暮
ら
し
の
中
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
手
な
使
い
方

O
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
具
体
的
実
践

例
　
○
生
活
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

無
駄
な
く
大
切
に
使
う
た
め
の
方
法

目
原
稿
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

程
度
　
横
書
に
し
、
左
肩
を
と
じ
、

末
尾
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
、
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
、

応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
．
入
選

作
品
の
著
作
権
は
経
済
企
画
庁
に
帰

属
し
ま
す
．

■
締
切
　
十
月
一
目
（
当
日
消
印
有

効
）■
送
り
先
　
新
潟
県
生
活
環
境
部
消

費
生
活
課
（
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
六
〇
二
）

■
入
選
及
び
発
表
　
特
賞
（
一
』
名
）

優
秀
賞
（
若
千
名
）
佳
作
（
若
干
名
）

　
入
選
発
表
は
十
二
月
中
旬
、
入
選

者
に
通
知
し
ま
す
．

　
　
～
”
強
制
加
入
者

　
を
窮
㌦
．
．
繕
講
響
鰭

老
ゆ
～
　
　
　
国
民
年
金
は
必
ず
加
人
し

⑤
隣
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
強
制

　
　
　
加
入
者
」
と
「
任
意
加
入
者
」
の

　
　
　
　
礁
霧
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
頻
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
猟
礎
無

…
…
…
韮
条
旭
町
）

　　地域ぐるみの献血運動
　　　　　　　下条献血推進協力会
　8月2目、下条献血推進協ヵ会（会長小島

松三郎）の呼びかけで282人の地区グ）人達ーが献

血しました。この献血運動は、地区の嘱託員

会、婦人会、体協、商工青年部、建築組合な

ど地区内の十団体が協力して行一・たも4）で‡

推進役の1人商工青年部び）田中さんは「2／3ぐ

ド、いが初めて献血した人達です。来年もや

たい。将来は下条地区1人1人び）血液型台帳

をー）く1）たい」と話していました。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
田
村
保
雄
（
諏
訪
町
）
五
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
池
田
ケ
イ
子
．

俵
山
ひ
さ
子
（
中
条
中
町
）
二
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
阿
部
徳
太
郎
（
中

　
　
　
　
三
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円

さ
ん
の
よ
う
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
は
任
意
加
入
の
人
達
だ
．
強

制
加
入
者
は
、
農
業
、
商
業
、
自
由

業
な
ど
に
た
ず
さ
わ
り
、
夫
妻
と
も

に
厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
人
た
ち
の
グ
ル
ー
フ
だ

ー
．
市
内
で
商
店
を
経
営
し
て
い
る

S
氏
。
昭
和
十
六
年
四
月
生
れ
だ
か

ら
三
十
八
歳
だ
．
奥
さ
ん
も
家
業
を

手
伝
っ
て
い
る
．
七
月
初
旬
、
商
店

会
の
集
り
で
S
氏
は
初
め
て
年
金
制

度
の
し
く
み
と
恩
典
を
知
っ
た
・
自

分
の
老
後
の
こ
と
な
ど
無
関
心
だ
っ

た
S
氏
も
、
こ
こ
で
本
気
に
な
り
て

年
金
の
二
と
を
考
え
だ
し
た
。
し
か

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
一
日
団
　
午
前
．
．
一
時
～

七
時
半
ま
て
　
稲
荷
町
二
丁
目
一
部
、

稲
荷
町
西
、
稲
荷
町
三
北
一
部
、
西

本
町
一
・
二
、
八
幡
田
町
一
部
、
ド

川
原
町
、
南
新
田
町
、
本
町
七
丁
目

一
・
二
の
一
部
、
四
日
町
新
田
一
．

二
・
三
・
四
、
四
日
町
第
一
の
一
部
、

しy†高三

し
、
い
ま
、
す
．
で
に
．
．
一
軒
八
歳
。
六
レ

歳
ま
で
年
金
保
険
料
を
納
め
続
け
て

も
二
十
二
年
だ
。
国
民
年
金
の
受
給
資

格
期
間
は
、
．
予
五
年
だ
か
ら
、
．
．
、
年

足
り
な
い
．
思
い
余
っ
て
S
氏
は
市

民
課
年
金
係
を
訪
れ
た
．
応
待
に
出

た
職
員
の
H
君
は
す
ぐ
に
こ
ん
な
質

問
を
し
た
。
「
S
さ
ん
、
あ
な
た
若
い
こ

ろ
お
勤
め
の
経
験
は
な
い
で
す
か
？
」

S
氏
は
、
高
卒
直
後
三
年
間
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
思
い
出
し
た
。
H
君
は

早
速
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
へ
問
い

合
わ
せ
た
、
そ
こ
に
．
．
一
年
間
の
厚
生
年

金
が
登
録
さ
れ
て
い
た
の
で
、
S
氏
は
、

国
民
年
金
と
合
わ
せ
て
二
卜
五
年
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

四
日
町
二
・
、
．
τ
四
、
尾
崎
、
太
子

堂
、
中
条
旭
町
、
中
条
中
町
、
下
町
、

中
条
島
、
峠
の
各
一
部
、
中
条
新
田
、

北
原
、
上
新
田
、
山
際
、
原
、
甘
目

城
　
▼
八
月
二
十
三
日
困
　
午
前
九

時
～
正
午
ま
で
　
高
田
町
二
西
一
部
、

島
、
千
代
田
町
、
稲
荷
町
三
・
四
丁

目
の
各
一
部
▼
八
月
三
十
日
困

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
為
永
、

き
帆
”
ぬ

り
年
金
を
貰
え
る
人
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
S
氏
は
、
国
年
加
入
手
続

き
の
と
き
、
保
険
料
口
座
振
替
の
申

し
込
み
も
行
っ
た
。
昭
和
十
七
年
四

月
か
ら
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た
、
い
ま
す
ぐ
加
入
し
な
い

と
年
数
が
た
り
な
く
な
り
ま
す
よ
！

　
■
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
な

ら
特
例
納
付
が
で
き
ま
す
。

　
事
例
の
よ
う
に
、
三
十
七
歳
が
年

金
加
入
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
す
が
、

強
制
加
入
者
に
限
っ
て
、
今
な
ら
、

過
去
の
未
納
分
を
一
ヵ
月
四
千
円
の

割
合
で
納
付
で
き
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
。

O
マ
、
亨
ゲ
ぬ

9意み

曳

分
－
砲
、

ろ
ん

1罰

宅礁

粛

　
　
　
ゑ
彊
ー

　
　
　
　
’
　
　
＼

・
z
　
て

蕊
じ
“
南
ぬ

嵐噂一が
ぷ
憎
齢
桐
－

　　　　次’

汰”騨，

ワ

山
根
、
仙
之
山
、
塩
野
、
願
入
、
漉

野
、
二
子

（
七
月
二
十
五
日
発
行
の
市
報
お
知

ら
せ
版
で
、
八
月
十
一
日
の
停
電
時

間
が
午
後
三
時
～
七
時
半
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
午
前
三
時
～
七
時
半
の

誤
り
で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
』
箋

渉
こ
が
2
　
齢

O
今
年
も
施
設
見
学
会
に
た
く
さ

ん
の
申
込
み
が
あ
り
、
事
務
局
は
嬉

し
い
悲
鳴
で
す
。
枯
木
又
婦
人
学
級

の
皆
さ
ん
か
ら
施
設
見
学
会
の
レ
ポ

ー
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
際

に
市
の
仕
事
を
見
て
い
た
だ
い
て
、

臨
鰍
離
騨
第
三
期
）

・
納
期
限
は
八
月
三
十
一

日

「
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
働
く
人
は
大
変
勢

で
す
ね
．
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
言

わ
れ
、
同
じ
職
員
と
し
て
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

O
川
西
町
、
霧
谷
で
は
ゴ
、
・
、
の
山
が

谷
を
埋
め
て
行
き
ま
す
（
表
紙
写
真
）
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